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農林省農林水産技街会議；事務局
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はしがき

，昭和41年度より熱筈農業研究の推進匹着手し，東南アジア等の地域の試験研究機関fて研究

者を派遣して研究を展開する臼か，悔外調査，資料収集，広報活動，研究交流左ど，各穂切）事業を実施

している。

周知のとおヽり，わか国もかって台湾霜よひ南洋群且忙翡いて，その領有時代忙は熱帯農業に閑する試

検研究機関を有し，積極的ire研究活動を展閲してその成果がこれら地域の農業の改善陀大含く貢献して

含たところであるが，戦後これら地城との接触陀は大きな断絶があって，その成果はとかく忘れられが

ちな面が多い。

一方， これら地域に姦ける当時の技術研究の展開過程を回顧ずることは，今後の熱苦農業研究の推進

筐とり極めて重要と考えられる。

こ3 ような考え方忙立って，昨秋来，当時台湾筐塩いて農業技術の研究お～よひ指導にあたられた諸氏

筐ぢ顧いして，戦前戦時の台薦における技術展開忙関ずるお話を伺がったe

本書は，そのうちの果樹作筐関する記録をもと忙，講演者，桜井芳次郎氏（元士林園芸試験支所長）

の加筆，修正を頂いたものである。

ここ忙，氏に対して心からお礼申し上げる次第である。

昭和43年 10月

熱管農業研究管理宰長

星出 暁
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西村 この前のサトウキビ，稲作筐続含支して，本日は，台湾筐苓ける国芸信ごついての，日本が禎

有していたころの技術の普及といい主すか，当時の現地の技術→ それから新しく □本から行かれた内門
家の方々かどういうふうな形でどういり技術指導をやいれたかというよりなこと＼＇こぐン，＼支してオ三合を摩

わるわけであり主すが，た支た注手もと筐ありました， 「台店（う塁業＼＇、昭和 Hi年版）」ら見支ず、-・,

昭和14年当時1]_)台麓の農産物の生産佃頷が， トータルで 51惚、 5千 2百万ぐらいあり:!>ず 口の内訳克印

しますと，普通作が50.7%, 特用作が ~-2%. それ筐紋〈のが畜産の 1::Ll %. 4番目｛こ界に：ー：、竹が79'%

という順序になって店り支して，園芸作物たけを見支ずと，総生産顕か 4,3 ら 1 万といりこどに左•')--c 

りますが，その中でこれから問題のバナナが 1,270万，バイナ；；プルが540万，柑樗といたし主して

ポンカンが180万， タンカンが 130万というような順序匹なって塩り支ナので，白巧農業という点から

見まして，園芸作物の中のバナナ，パインというようなものは相当大さなウエーートを占のて店；；という

ふうに見なきゃならないと思い査すが， この資料で冬， 500万円以上の生定のあるものといたしさして，

米，サトウキビ，サッマイモ，豚，茶，ハナナ， ペイン，落花生，鶏という品目が上がって芦り主ずの

で，台湾農業というものを考えます場合fr, バナナ，バインというものは，サトウキビとともドこわぱ

無祝で苔ない非常に大ぎなものだというふう筐宥じ古ずe と同時して，本日芦詰しをいたた苔主す転片先

生は，国赴任以来非常な御努力を払われ注して，これらの園芸作物筐ついての御指碍：［当たられだと承

わって森り吉すが， これから先生の翡話を承わるのであり主ずけれども＂その前に簡単忙街 1経歴を中し

上けてお含ますと，大正 9年忙北大の農学部（薗芸学専攻）を御卒業筐左 9主して．台葛の土林園1'[式

験支所の支所長になられたのであり主ずか，昭和17年筐海軍特務部の産業試験場長どして海南島！て勤防

され古して，昭和26年，兵庫農科大学の教授として国就任になり，現在は同入学の名誉教授であられ主

す。なお，私がこういう徊砕歴を知り得主したことは，つい最近まいり主した「了ジア農業」の10月号

に先生が書かれました， 「アジアのバナナと日本」という記事，それから 1叫しく 11月号1て出て裳り宅ず

財津さんなんかも仰一緒匹やられた座談会 1日本に熱骨叫農業は実在する（台湾詞） j というのを打見

し注して，その中iてある碑経歴を申し上げたわけであり主す。

これから 1時間余り iごわたり主して苓話を承わりたいと存じますが，順序といたしまして，仰赴任さ

れた当時のこれら園芸作物の現地に袋ける 3技術の状態が一体どういうことであったか，そしてとうい

うところに問題があり，それをどういうふうに改菩されていったか， 史た，それを改善される退哩i,てお

き注して，行政的忙もあるいは社会慣晋その他違っておりますので御苦労があったかと思いますが， と

ういうふうな方法で，また，どういうふうな過程を経て改良されていったかというようたことを中［パて

お話しいただき注して， あとで皆さん方から御質間いただ〈というようなことで本日の会を終わらして

いただいたらと存じます。なお，財津さんにもあ•いでいただいて翡りますので，行政的な立場からきた

いろいろお話しいただけるかと思いますが，おふたりの先生方によろし〈あ汀§可い申し上げたいと思い注

す。

桜井 本日は日本農業研究所忙塩招ぎいただ含まして，戦酌の台湾忙澁ける園芸，こと 0てくだもの関

係につ含まして専念いたしましたので，そのことにつ含まして報告をさしていだた＜機会をつくってい

ただ含ましてまことにありがとうございました。

まず，台湾の果樹園芸といいますと，いわゆる亜熱帝及び熱帯柑橘類が霜もでございます，］そのほか

にマンゴーだとかライチーとかいろいろござい支すけれども， これらはだんだんと宙要がふえていった

というだけのことで，特にやかましい研究もいたし主せんでした。それからバイナップルとバナナには

かなり改良につとめました。また台薦疋おける温帯果樹の改良の研究にもかなり苫労してやり主したが，

これだけはほとんど失敗に終わりました。終戦で引含揚げる前ごろ 1てなぜ失敗であったかというような

ことがようやくわかった程度であります。台湾在任23年後忙海南島が占領されましたので，海南島はも

ょうど台湾と同じ面積で，今でもどちらが広いかわからぬぐらいだそうですが，昭和17年 5月に海南悔

軍特務部の産業試験場長忙ざれ支した。まさか負けて帰ると思っていなかったものですから，海南島を

台薦以上の農業地陀大いに発展させてやろうということで農学校出の台窮青年 130名と，十数名の大学

専門学校出の技術幹部と共に意気込んで海南島の南部の三亜に注いりまして，足かけ 4年向こうで原野
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を閲拓し，水田を改良しながら働含ましたが終戦となり，一時留用になり支して解放されて帰って主い

りました。
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I亜熱幣及

湾の柑橘産業沿革

祖す順序として台湾の柑稿産業 (1) 沿革み~ たいなことを申し上げマ；；ただいと思い主ず C ここ筐褐

薯いてござい主すが（第 l表，第 2表），大体明冶32年から終戦の 3年前の昭和17年主での44年間

とでござい主す。私('_)赴任した大正 9年頃から白湾しり農業全般が芥常筐発展の気連侭乗ってい支し

たので，柑橘産業も堅実巳増産発屁し主したので，私も大変恵まれた訳でござい主ず。大学を出て

ぐ，稔督府殖産局農務諜応入り，翌年附属士林圏芸試験場で働〈ことにたりオしだ。この圏玄

は台北から北に 4~5キロの所筐ある所です。この試験場（後の農業試験所士林函試験支所）で， と

こ~ 筐も転勤せず忙23年！翡小山を上がったり下がっ戸り，畑を歩き侶りと 1こか〈根氣よくやっだも(/)

です。ここは山が約20町歩，平地が冗水田，畑定含め団して 10町歩汽どありさして，合わせて30町歩

ほどあり支した Q 終戦後、1回渡合して，元の試験場を見て参 iJ主したが只脊はその半分が，蒋介石紐

統の常住ぎれている徊舎じこなって翡り注して，オフりミ／ノみたいだところが半分あり支した。残り半

分が柑橘や其他の果樹見本園と左り，大ぎた洋蘭の試験場となっており注す。全北から 10キロ｛応ど

ところに北投という有名な温泉があり主ずが，ちょうどその中間仄ありますところで，山と平地で，

全〈山紫水明の非常忙いいところであり主ずc 私は大正 9年忙入ったのでありさすか，その：i!]のいる

いろな記録などを見主すと，大体こういう！！只序：てなって~ あヽ h支す。（第 1表）

第 1表 明占 32年一昭和 17年柑橘生産沿革一覧表※

(5(沿

、i直）0 -
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,~so - 0'. ぃリuu

500 
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第 2表 台湾柑橘生産統計

種 類

柑橘類総討

(1) ,f.¥t 柑ポンカン

／広桶柑タンカン

(a) 雷柑セッカン＇

(4) 晩裔夏橙バレンシア

(5) 温 ｝甘 蜜柑

(6) 麻豆文旦マトウプンタン

(7) 斗柚ザボン（赤肉）

(8) 白柚ペーユー （白肉〕

(9) 葡萄柑グレーブフJレート

(10) 香橡ンモン

(111 其他

※ 日

栽培面積 生産高

5,435 ha 

2,428 

909 

30 

214 

640 

※ 松野孝一，赤木猛ー：日台食糧史（昭和26年）

※※ 中華民固53年版：台湾農業年報

※※ 中華民国52年，昭和38'年
1 9 6 3 

収穫面積 生産高

7 8,6 8 O ton 

3 0,0 6 2 

32,035 

810 

4,164 

54 

3,367 

234 2,100 

224 1,802 

7 

100 703 

5 1 1 3,576 

御承知のと裟り明治28年から台薦が日本の領土になりまして， 4~  5年の間はとにかく治安という

ことで手一杯でしたが，だんだんと殖産関係の奨励が始まり，落ち着くようになり注したのか大体明

治34年から35年あたりのことと思います。そのときおられた日本人の農業と園芸などの技術者はもち

ろんみな日本から始めて来たばかりのかたがたであって台湾の農作物については皆目何もわからなか

ったのであります。わからなかったから開催されたのかどうかしり注せんが， と忙かく機会あるごと

忙，人よせのいわゆるマーケットフェアといい走すか，農産物の品評会を台湾島内の各地で盛んに開

いたものだそうです。品評会を開きまずと，台湾人はなかなかお祭りさわぎが好ぎなものですから，

だんだんと回をかさねているうちに，おれのところにこんなものができた，こんなものがあるという

わけで，狭い区域であり主すから， ローカルのナンバーワンのくだもの，野菜，特産物，その他の農

産物を全部持ちょって参ります。そこで殖産局関係，あるいは地方の農会の方々などが審査品評しま

して，立派な賞状を渡し，それに若干肥料代とか報奨金を与えて大いに奨励しさしてみなから喜ばれ

たのであり主す。主たその賞状をもらった台湾人も大きな宴会をしたりお祭りさわぎをしたものでず。

そこでだんだんと回を重ねているうちにいろんな作物の種類ゃ品種がわかってきた。これは非常にい

いことだと思っております。とにかく労せずして，ただ品評会を開いただけで森もしろいiぽどいろん

なものが集まってぎたそうです。それで大体いろんな作物の種類品種がわかって含たので明治36年か

ら43年 Vこかけて， 6~7年の間まず奨励事業が始まりました。勧業奨励の最初はまず補助金の交付で

した。補助金を出して，そして柑橘苗を買うとか肥料を買うとかというようなことでだんだんと導く

方法を行いました。ところが，この間だんだんやっているうち忙欠点が出てぎました。やはり金を渡

すのでありまずから， もらった農民は結局横流しして，ぼんとうに苗を買わない，注た，苗を買うに

してもどういう品種を買っていいかわからない。みな農民の指導技術者は日本内地から来られた翡業

関係の方ですから，結局日本内地で覚えている柑橘，たとえは温州ミカンとか， あるいはネープルと

か，夏ミカンとか，そういうようなものを，苗木といっても結局日本内地でつくった苗木を買うもの

も出てくるわけです。日本に姦ける柑橘の苗木といいますと，相殻砧（カラタチ砧）を使ってい

るわけです。そうかと思うと，今度はまた政府から補助金が出るということになったので，さっそく

台北忙おり主す台湾人が 一— 台湾人はみんな一衣帯水の対岸の福建省，広東省，この両方の省から
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7~8百年前に移住したのが台湾人であり支すから，結局，対岸の柑橘類を商売人を通して輸入する

ようになりました。たとえば台薦でポンカン (jヽ り柑）ができる。広東省に潮州というところがありま

ナか，ここがポンカンの名産地です。そこから苗木がたくさん入ってくるようになり，それを農民が

購入して植えるよう vCなりました。それからタンカン（桶柑）これはポンカン（月柑）とスイートオ

レンヂ（甜橙）の雑種；；ナ合いな，皮はやや固いけれどもむける甘いみかんですが， タンカンの苗木も

福砧省の夏門（アモイ）からたくさん入ってくるようになりました。ところがそういうものを植え注

してもどうも接木苗が粗雑であって生育が悪かったりさらに系絞が悪かったりしてあきりりっばな実

がならないということがだんだんわかってぎました。これではいかぬと，やはり根本的に本格的な試

験研究調査から始めねばならぬというわけで，ようやく明治41年に台湾総督府の民政部殖産局付属士

林圏芸試験場というものができたわけであります。これはだんだんと行政機構の改革で中央研究所農

業部の支所しこなったり，農業試験所の支所になったりしましたが，結局士林の園芸試験場はそのま注

変わり注せん。この試験場では，大体台湾の柑橘類を主体とした試験研究を行い，それから主として

柑橘類の優良種苗と在来種の湿帯果樹や熱帯果樹類の苗木を無償で配布するというのが目的でスクー

トしたわけであり主す。担当の技術者はもちろん日本内地から来られた方ばかりでありますので，す

ぐ温州ミカンやワシンネーブルなどの栽培試験をやったりしたものです。そして養成する柑橘の苗木

の砧木（ダイギ）はみな 殻（カラタチ）を使ったものです。松殻などは台湾には無かったので，そ

の種子はみな日本内地から輸入したものでございます。当時兵庫県の久保武兵衛という有名な苗木屋

がありましたが，そこから毎年ごっそりカラタチの種を取り寄せまして，そして実生をつくつてそれ

につぎ木するというようなことで，だんだんと苗木を配布してきました。主あ苗としてはりっばVこで

きました。さてこれを農民に無償配布する段になって，その配布先き忙つきましては，かねて品評会

などを関いていたおかげで柑橘の主産地，ポンカンはどこそこがよくできるとか，あるいはタンカン

は台北州のどこそこでよくできるというようなことがわかったものですから．そこヘカラクチ砧の柑

橘の苗木を配布しました。それが 4~ 5年たちましてなり始めると士林圏芸試験場の苗木の評判が悪
いのです。台湾の在来の砧木は酸橘（サンキッ）です。これは対岸支那から古い時代にきましたもの

です。これは金柑（キンカン）よりちょっと大きくてやや扁平な柑橘で非常にすっぱく，種がたくさ

んあるのです。それを加工してすりつぶしますとちょっとしたゾースみたいなものができ注す。この

酸橘の種で実生にして接ぎますと， ポンカンにしましても， タンカンにしてもよく活着するし，かつ

非常に伸びがよく，つぎ穂と砧木の関係が非常に適していて発育がいいわけです。ザボン類の砧木忙

は，ザボンの実生を使うのです。とこるが日本からきましたカラタチ砧ですと， 4~5年たちますと，

砧木のほうが太くなりまして．結局．矮性砧になるのです。カラタチそのものが矮性であります。同

じつ苔穂のポンカンをつぐにしましても，台湾在来の酸橘についだものはずっと伸びて台湾の気候風

土によく合いますが．祖殻砧のはどうしても小さく，矮性台となりちょうど日本の温州ミカンみたい

で大きくならない。相殻そのものは，台薦でも冬期には落葉休眠するものであって，それに接がれた

台湾の柑揉類はみな冬でも新芽が出るのであって，非常に矛盾であって，生理学的忙も不適当なこと

がわかり主した。そうすると同じ栽植法で植え注すと， 4--.. 5年たつと勝負がわかって来る。結局無

償配布を受けた固芸試験場からの粗殻砧の苗は農民たちからだんだんいやがられて，結局ペケだとい

うことが 7~8年厄どたってわかって来ました。それじゃいかぬということで台湾の柑橘類の増殖に

は大きなザボンやブンタンなどの砧木にはザボンの実生，小さな柑橘類の砧木は酸橘を使うというふ

うに方針が決定した次第です。それからだんだんとふえていったわけであり注す。幸いに産地と都市

との交通が便利になってぎましたのでだんだんと /1員調にふえ産額も次第に上がってまいりました。

そそんな関係で，一応栽培方法も台溝独得のものが，すなわち在来の方法と日本内地からきた栽培技

術とがうまく調合した方法が採用されるようになりました。そして栽培技術にも自信が出来て来たの

で，積極的な奨励をするようになり主した。台湾では各州庁の農務課と農会とが同じ室にあって，同

ーの役人がそれぞれ兼任しあっていたものが多かったのですから仕事が大変しやすかったのです。実

地の奨励には農会が当たり主すが，農会に殖産局から補助金を出しまして，模範柑橘園をそれぞれの

主産地忙謄くことになりました。たとえば麻豆文旦（プンクン）なら台南州の麻豆というところ，ぁ
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いは雪柑（セソカ 1/j 左し台北4りの和尚州， ポンカ>'しなら新竹州の山手の類請（ゾンポ〉，台中，-11

0員林の平地〇沢ンカ/どーいうぐあいしこそれぞれの仕し地仄模範柑橘国］をつ〈ってそれに幅助金を出

ずことしこなり主しk.c 同時二託督府農業試検所か合北('C;!)りさすが，その病虫言の専門の分野で忍

んたんと研究さ；hJして叫HZ胄 ,D防除も一応めとかジ三て仄笥殻幻が指直ヂ玄るということ［こ

たわけで克りす土~

2
 大正 9年筐1合阿:reも積物検杏が行わ

所かで羞だのは，たしか大正 3年ては左

内地筐細賃査で自由 1て賛ち込：冨ことがて含

ぅ~，こなり主した。農商務省（悛の農林省）の

と存じてい主すQ それぎでは台筍から＇，．月）柑橘知は， 日本

のであり支す。し；かしミカン~ コミバエ ）の

内地侵入の恐れがありましたので 3 日本内地の植物検査庁のいわ九ると嘉りのことをゃらなけれは，

日ぶ内地，下閾，門司，横浜，神戸などの指定湛に台湾のポンカソか入り主しても，台湾で了備杭査

をしてなかったものは人れないということ筐なりさしえ これ：てぱ非常尻厳重左予僅検査が行われた

'.') ,, マあり支す。台北加ーな所＼基峰，新竹，員林，台南尻佼杏1:斤介で苔支し，~-:, 0 日本内地に送るミカ／
は，前記の柏物検査所げキンカンでもサ・ドジで危一応ずべて検査l;Fi臼持ち込みます。検査所のすぐそ

はfて大合な貯蔵庫がありきして Q そどの＃ぶて祖橘類を全部 1週間;j,10日間ぐらい入れてお、＜わけでず。

そしてびしっとだれも入れないよう［てかぎがかかるわけでず。そこで 1週間~10日苓くという］用由は

この開筐，柑橘！、’ご生人つばられた「ミカンコミバエ］の卵が麗化するので被害呆の鑑別かできるか

らであります。これは行名なフルーツフライ Fruit Fly (叉実蝿）の 1種で台湾筐も多いのでず。

地中洵ミハエ忙よく似た柾類であリます0 これは作］十種忙 t及ふ熟悶の果物を侵ずやっかいな害虫で

あります。ミカンか主だ青いと含，かだいと昏は別筐被害ば；ない。だんたん熟してくるころになりま

すと？かたかっだ皮がやわらか〈なる｀そうするとそこへは}が果実の果性の周囲筐卵を数個生みつ

ける，それが台湾の気侯で 1週問か10日の範囲で岨(うじ）筐なる。これは汽かのうじと違って机の

上忙甚くとピョンピョンと飛び上がるのでず。そのうじが果物のなり口の部分を食い荒らして結局果

物はばたっと落ちてし主う。ぽんとうのソリーライプ (Tree ripe) で熟してきた）• ころをゃられ

る訳です。これはひどい落ち方でず。私どふはグレープフルートをたくさんつくって心りさしだが，

グしノープフルートのような肌のずべずへしだものは非常によくつぎやすいのです。或年などには採取

時期を遅らして泊断しておったらみな落とされてし主いました。と 1てかく非常にやっかいた害虫です。

これが日本内地茫入ってくれはいかぬというわけで｀今日の植物検賓では，東南アジア各地でできる

熱管の果物類は厄とんど輸入繁止になっているのはその理由であります。ただ，い注日本忙入ってお～

りさすバナナはかたい青いも (I),パイナップJ戌t酸味がありまずからフ）レーツフライの被害の恐れがないというという訳

で礼そんな関係で憤物検査所の貯蔵庫で］週間ないし10日，それが過ぎますと二硫化炭素で24時間燻蒸し

主す。それから植物検査の試験台紀乗せまして検査官が 1つ1つ，キンカンでござねザボンでござれみんな見るわ

けです。そしてミバエやその他の病虫害の有無を調べて合枠と不合格を分け主す。それからビール 4

ダースの入る大扱たピー・ル箱に合格果を新聞紙で包み， ぎっしり人れさして それからふたをして釘

を打つ，それたけじゃいかない，今度はそれを針金で十文字Ireする，そのクロスしたところ， ここに

鉛の封印をしまして，そこに誰それが検査したという検杏官の名札がつぎます。これでようや〈日本

内地に着ぎ主したときに検査を受ける費格忙なる。それが日本内地の門司なり神戸なり横浜なりに恙

蓋主，ずと検査官が船に乗り込んでこられて下見して倉庫に入れられる。そこへ農林省の植物検査官が

ぉ→いで｛てなって密封含れた密柑筍の針金をみんなぶずぶすと切ってあけてし主う。全部完全にパッキ

ングしたものを全部ほどかされる。そこでミバエやその他の病虫害の柑橘があるかどうかと鵜の目鷹

の目で探されるのであります-'う何十年の間，私の聞いたところでは，何百万個のうも 1ぺんか 2へん

ぐらい門司かどこかでミパエの蛹がついておヽったというこうなことがありさしたが，それ汽ど非常に

厳重な検査が双方で行われたものでず。それだけ充実した農林省の厄うの植物防疫陣侭対して，台湾

のぼうでもそれ忙きさるとも劣らない研究陣と技術陣を動員しておりました。そして学問的1てもミバ

工の研究翁文で学位をいただかれた方も 1人や 2人じやあり注せんでした。絶えず研究をしておられ
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主したので，その点 の浸うの印象応よく安心して人れられだのでずく

5 ポンカン（柱柑）

日本時代に台病ポンカンか内地1て移出されていた数量は次ぎのようでした，う

第 3表

桐

内地移出予ンカ 1/<D5箇年間（昭和10-14年）の月

（検査個数の的IO%が不合格）

12 月 l ,, rl 戸 2 月

4,253,581 850,888 8,563,66乞

QIC D ％ ％ ％ 0;/ 0 

1043 4967 2942 994 l O 0.0 0 

1割 5割 3割 1割

円 円 円 円
20.8 0 1552 16,19 1700 

円 円
1228 96 

※ 桜井芳次郎：楼内の品質向上に関するげ査叫究 第 1禍り樹の収穫期1て就て

（台湾総督府贔業試験所霙報第 174号，昭和15年10月‘

以上のように年平均760万個ぐらい（約 1,500トン）の台薦ポンカンが日本内地筐入ってい主した。

最も多く入った月は12月であって， これがらようど日本の塩正月前の，ポンカンとしてはちょっと熟期

としては早いのですが，お歳暮用の高級くだものとして非常佗歓迎されだものでござい主す。ところ

が台湾の固民政府になり吉してから，向こうのほうの研究陣もまだポンカ／の輸出検査の体制が充分

になる主で整っていないというわけで，台薦のポンカンは日本からシャットアウトされましだ:,, また

ポンカンは台跨からの輸入が禁止されているのです。しかし近頃では台湾側研究調査陣も大分進んで

近く輸入解禁になるらしいですが，まだ農林大臣がOKのはんこを押されないということを聞いてお

ります。いずれそのうちに解禁になるようです。そこでわが国の業界では台薦からポンカンが入って

くるというので，台誇ポンカン輸入協会をそれぞれいくつかをつくって，われこそは台湾fンカンを

真先きに人れるのだというわけで手ぐすね引いて待っておりますがまだ許可になっておりませんぐ そ

こで，いよいよ輸入許可になれば． 日本側菜者間でかっての台薦バナナのオッファーの争奪戦のよう

な醜体を演じ．かつ黒い霧などと云われた悪い噂の起こらぬよう忙， 1関係業者の自覚自制が必要と存

じます。それで各輸入団体，業者が一本化した権威ある日本ポンカン輸入組合を結成されて，公乎にし

かも公正な輸入価格で，なるべく甘い台湾ポンカンをわが国の消費者に供給していただ含たいものでござ

います。ポンカンは現応日本内地でも暖かい地方でいくらか生産されてい注すが，果皮の色こ

ですが，果実もかたくて小さくて，こと［こポン刀ンのあまい，酸味のすくない風味は台湾物忙はちょ

っとかなわないようです。台湾産ポンカンと日本内地産ポンカンの比較調査したものがあるので御覧

にかけましょう。 （第 4表）

台湾のボンカンの植物検査の話のついでに，台湾バナナの検査のことについて，この機会匹一言申

しあげて塩きます。戦前の日本時代の台湾バナナの内地への移出には植物検査はなくて，台湾側も内

地測もほとんどノータッチのような自由移出でした。年間 300万籠前後 (1籠12貫45K9)の大量のバ

ナナ青果が休みなくピストン輸送されていたのですが，病害虫の内地侵入などの問題は全く起こりま

せんでした。それは台薦の各生産地の肯果組合でのバナナ青果の検杏と選別が実尻厳重に励行されて

いた為めでありましょう。

それが終戦になりましてからは，輸入貿易品としての課税上の手続きとして計数や欠損等の算定の

ための検査と同時に植物検査が行われ，熟度や病虫害の摘出が行われることになり注した。あの何万

籠という大羅の青バナナが一船入港ごとに. 100籠ごと忙 1籠づつ任意抽出されて．全部包装を解き，

すぺての小房を地上にならべ，熟度の他に病虫害果が検青摘出されるようげなったのですから大変な
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第 4表 台湾産と日本産且柑の比較

果 皮の 橙 橙 橙 橙

呆実の硬度 膨 軟 やや硬い 硬 い 軟 弱

果肉の硬度 軟 やや軟 やや硬い 軟 弱

果 ,i:., ヽ 空 疎 やや空疎 かなり充実 かなり充実

果 -lF "ci-l 6~,7 8 C煎 66碑l 6 2cm 4~5 5 cm 

果 径 65~8cm 7 7 cm 7 6 cm 6~62C爪

果 重 150 -180-280f/ 184~ 147 g 71~98 g 

種 子 数 8~11粒 9~10粒 11~14粒 6~14粒

果 肉歩合 75% 62~70% 53~65% 63~75 o/o 

果 ど冒喜慮メ 10~16% 116~14 2% 117~140% 

峻 分 0.36~0.58 % 073~107 % 0.49~0 79 o/o ほとんど酸味だし

汁
糖 分 率 z:, 0~30.0 114~185 17 8~26 2 

風 味 優 良 良 棧柑の風味なし

ことになったものです。入荷当日には保税倉庫の広場に多数の青バナナが長陀の列をなして検査され

るのです。台湾以外の外回のバナナは50箱ごと忙 1箱の割合で検査が行われているようです。

ポンカンの研究もいろいろ攻しきしたが，台湾の北部，中部及び南部のポンカンを一斉に 1週間ご

とに10週間にわたって採果して，その主成分を調べた研究は， あとあとのため忙非常に役に立ったも

のでした。台湾島は緯度の線vc没とんど直角に北から南忙位置しているので，狭い島（南北距離 394

Km, 東西 144Km) ではあるが，各地の気温の差違がかなりはっ苔りしているので， ボンカンの風味内

容にも相当の差違があることが，数量的にも判明したのであり主す。要約しますと大体次のようです。

台湾南部乎地の高温地区（高雄州 潮州）のボンカンは最も早く大きくなり， 10月ですでにポンカン

らしい最低の風味（糖分率＝塾生凶=11.0)に達します。しかし平均気温21℃以上のため，果皮の色酸分％

が淡緑色であって，後に熟期が進んでも淡橙黄色であります。北部（台北）のポンカンは肥大登熟共

に最も遅く完熟期は12月下旬であります。台湾のポンカンの酸味は産地が北上する厄ど強くなる傾向

が認められ吉す。 11月~12月のボンカンの主要収穫期の風味（糖分率）は，ゃはり主産地の新竹州

新哺（山手）と台中州員林（平地）産のものが最高であるが北部に位する新竹州のポンカンの方が完熟

期がやや遅いのであり走す。 （第 5表，第 6表）

台湾のポンカンの改良で特筆大書すべき業績は，数の多いざっばくなボンカンの諸系統の中から，

最優良系の大葉高堵系（オオバコウショウ系）が選出されて広く増殖されポンカン全体の品質が一段

と向上したことであり主す。これは新竹州農会の主任技師島田頚市氏を中心にして石塚正義，江藤，

鐘国維氏等が，大正12年より昭和 4年 (1923~1929) の 7年間 1疋わたって，新竹州のすべてのポン

カン圏を調べあげて，その中から多数の優良母樹群を選び出して一本一本の樹勢，生産量，果実（果

の大小，形状，果高，果径，果重，色沢，食味等）等忙つき調査して母樹台帳 (Performance

Records)に記入し，年々その数をしぼって行き，最後忙一群の最優良系母樹を決定してそれを大

葉高塙系と命名して，州下の指定苗木商にこれを増殖せしめたのであり主す。これはその頃の事とし

ては柑橘園芸学会の専門家からも賞賛ざれた芽条選択 (BudSelection)による集団育種として極

めて科学的であると認められたものであり主す。ちょうどこの事業が完了する頃，鹿児島県垂水の柑

橘試験場長の池田技師と柑橘栽培に熱心な県会議長の奥氏等が視察のため士林の園芸試験場においで
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第 5表 産地別による旦柑の成熟忙伴う変化 ※ 
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柑及温J廿蜜柑つ成執に伴う呆皮の色及史汁成分の変化3 台湾粍督府塁＇・雙試験所飽部第 8侶J,昭和5汗(1930)12月

紅竹区樗柑成熟期別糖酸度表※※

，;心台吟育果 Taiwan Fru,ts 克 3巻9吟p.49 

台湾存史特認吐発行 中華民且葛3年 (1964)9月10日
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大葉高塙系の；｝ぎンカ;/苗の購人t乏翡ナずめしきしだ；そして大誡0芍仝郷里 (l.)垂

ら 数年後から俄紅直］地のボ／カンが日本同地で脊名，ご；なっ Jここ：：：そ承，:)プ誨り注

+ 
ジむ

台湾:D凡：：ダ＇，カダ.'

いり〉で吃り式す。

は

で

ら来たも vりであって手統忍含わめて多

ものは次のようごt・O (第 7表）

第 7表 台防に）t:r―る i-U柑 J
!
i
 

符り

3
]
 

-
9
:
 

』
．
・
9
9

-]-↑ 事

4

、
'
f
 

百湾＇ーさ艮奨に尻汀凡葉の形状は~，菜片の長さ 10ぢ叫築片D肛呂 4 虚，

葉枡位）—見さ L5 国，~ 臭文の形状は，果立 6~7.8虚，果差 65~8⑰

只軍 i50-・l&'J -250'}。熟犀やや遅く 12月山鳳果肉かな i)充応

風味仔土

中華仄＇且］袖砧直ば於ける優良岳 i土葉は大。果形は扁乎む呆―凸はf5.7

虚，町印Ac叫来卓 lc¥li-16t¥-200 [f 舷期やや早〈下句

めて7こ［丸風味佳艮。

日本時代紅はついに発見確認てきなかっだか，打来発見の望ましい

としては，瞑核のもの，枝条の下薬し易い平硫（豊完件を

汽味すんものであっ―こ， ト・1事の喘州蜜酎のよ）に枝条(1)情走または

『番し易いざ・崎:,及ひ旱午げ祖・なとてあるc

ポンカンの JJビ料試験を正確に行うつもりマ' 3 }ートル正万形，深さ iメートルのコンクリー

枠を十数個を造って， 10数年間継続してやり主したが; 伊：試樹の系統の不統一であっだため，結果は

不得要領であり支してほとんど失敗し支したか，無肥料区のポノカンの果実は，いくらか小さかっセ

が＾果皮の色も風肱~ も最も良かった v'.)は皮肉な結果でごさいさしだ。

4
 
タンカン（桶 ＼

ノ

タンカン桶柑は台湾でボンカンド次ぐ重要な相橘であって，；jざ／カンが市場記出廻わることが少な

くなる 2月頃（旧正月）から出荷され初夏の 5月迄市場を賑わす授柑でありまず。；Jcンカ;/よりやや

小型ですかぼとんど賦形乃至幻楕円形で皮はややかたいが手でむ、けるものです。芥常1て酸昧の少ない

ぁ注い蜜柑であり主す，. これには，大ぎく分けて i\通の小刷のタノーカン~ と，果皮の含めがやや荒〈て

大刷の高壻梢柑＼コウシ~ ョウタンカン）と果皮の平滑な海梨（~ ハイリ）の三種があり主 t,高壕桶相

が収量も多く，生産菫も多いので屯り主す D この高塙桶粗にもいるいろの手統があるので．優良系統

の選出を ;3~ 4年行ったとこらで，世界大戦となり私か悔南島に配出してし査い結果も出ず残念でし
た。

出荀の方法江，採果して貯蔵し~ 左から販先ぢ~ れるものと，粒↑［こなかくぐ2けてお、いて，その都度採果

しズ収売される方法がもります"こ(!)二つの方旦．、応ご「る高均桶相の成仕筏化を研究したのが次ぎの成

禎であり主い （第 8衣，第 9衣）
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第 8表 高壻桶柑の貯蔵法の差違による成分変化

2月6日採呆貯蔵せるもの

果実軍砿

調査月日

(W穎+ (ク</ ツメー,ラ,,ー.,クダ%度ー．トヽー 隈固形率均）酸）指 均）

昭和6年 fl % 
1379 7 

2月21日
145 0591 1 2166 

3月7日 148 0548 1 2518 137 7 

3月23杜 145 77 0520 138 2654 l 3 4 7 

4月4日 1 2 8 6 9 OS 2 0 1 4 2 2 7 3 1 149 8 

4月18日 "''° °''°'" . I ,m 
5月2日 122 65 0506 137 2708 149 81 0394 133 3376 

5月16日 106 50 0492 143 2907 

,,, " i I , mJ s "" Im, 」
5月30日 8 9 4 5 0 4 9 2 1 6.4 3 3 3 3 

※酸固形率＝糖分率—
ハンドレフラクトメータ指度％

クエン酸％
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9表 耐怒梢柑` り')后蔵広の方違＇ごよ 成分変化
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Vv¥ 

これを見ますと， 2月に採果貯蔵したものは萎凋が激し〈，重婿を減じ，果汁も減って濃縮される

が，新鮮みが欠け支す。樹になが（つけてあ凸いたものは，汽とんど萎凋なく，果汁もあ主り変化せず

風味も変らず艮好の主注 5月中句頃迄保有されることかはっ苔りし注した，うこしつ牛態町蔵の欠恵は，

中途で落果ずることがあることで，薬剤撤布と袋担けで落果をある程度防止ずることかできるので商

品とし 5月末迄樹上応貯蔵し胄ることかわかりました。

―-13一



5
 

ロ香檬〗
／カン’ご） /'!(ぎ iて特に力を入れて＾平立［だ~＇，〗よいモ—r てこざ:_,,・t. i克，、主ず，.'そ， ,;r)

国悶在伍行して研究しまし菱 0 そして優良兄情 して i ユー')ーカ」 Eureka を選定し~ 主し

内地そャ寸~ 区モ>'の数品種中て酎丸!'1のit,包訂祖貸い「ヴィラフランカ」 Villafrancaが痘奨言訊てい

注しだが，台向の平地では(1とん，し霜，l 、"':<: 鯛かゞンだ，ゞ')で， カリ;,: ォJレニア・レ王ンこ）岐優良品種の

ニーリーカ I を~採冗 l.. /:. :". 〉・cもり主ず。 I ヴィ；，J~/ /力」は果実かやや知人であるため，鉛切り

した場合. Plじ大きさ(')ス→ f /.. か少な〈， 1・))" """"リーカ」は胴が長（てスライスの数が多くとれ

0でず。主た「ヴィラフラシり」し勺枚筐 t丈刺が名しパシて奨罰晶袖からはずし古した。その他筐

ノア」とか 1・1)スホ／」 ! "/ :1/')・-」等もあり主ずがいずれも収呈が少なかったかでず。

ン干ンを噌産ずるためて醇決ずべ窓事は';i,))(ぅ央定でもり主ず0 日本内地紅許及している粗殻と，

台湾の在叉り砧木の酸橘 Citrus sunki Ss¥"KURAI (1930) との適否を調査した結果，粗穀臼

レモン旦成百緩漫で矮I生と左り，酸塙砧レ’壬 j つ方か濫か1て成育結果とも良好でも

/
 
ージ

ことが刊明しま。

した勺

第10表 粗殻』］占及ひ酸ば砧レ ン，（手も種ユーリ カ）の樹高比較

---・-・ 了-・-- •• • 

1年 6筐月 i 2•if ふ）：．『:;i 月 I •i i;:c. 9箇月 ！ 
-·•· ―→ -・-------・---- • ----7 
8木 i - I 14芥.: I 

i I 
！一・I l 3 2 c班 1

I 

----- I 

I樹令 I
［ ' 
---―-- I 

I 
霜四如数 ［ 

I樹昆 I 3 9 cm ------7-----------------—-

I 
樹 令 I lヰ6箇月

—-----------
酸橘砧 I ' 

I 

凋杏本数 I 

I 
:z () 0月：：

i樹 高

·~ 

8
 
3
-

9
1
 

9

、

2年iO箇月

“ヽ~
卓t, 

ふ
ー
9」

159 

一

かくして酸橘砧レモンの苗木を台湾全晟1て配布し始めて謬閲年闘退した頃から，気温の高い台湾の

東部と両部に於いて成肯結果不良なる事が報告されーて末だ:/_ヽ）でず，'早逹調査したら，これらの高温地

情では，酸橘砧レモ，／か砧負（天い主け）の現象を起こしていることがわかっだのであり祖ずっすな

わち台弯の東部及ひ由乳：¥,D, 笥旦地帯では，接いたし,'ice/ ＇ヽり幹か h占人の酸賃砧より太〈なり g 砧穂の親

和関係が完全によ〈左〈，そ <D 結果ずそ〈され裾腐病〖術色腐敗病） .J)為め衰弱が甚しくたっだので

ありきず，'そし Cサホン砧のレモ／が柏穂の癒合がよ〈， したかって成育結果良好左ことが判明致し

主した。台I内の北罰と中邸では酸橘砧レ ~le:>'i(C『tこの砧負け (i)現象がた〈， この方がサポ:✓'砧ンモン

より結果することが早いので無難でしたこ （第11表，第12表）台湾でのレモンは厄とんど信中（年約

8回）祈芽が出て開花結実し主すしりで恵杢れてい祖した。イ旦し潰厨籾と癒痴病の防除にはボルドー合剤

の年数回以上＼：汀散布が必要でした，-

レモンで最後誓困ったのはキュアリング (Curing) (町蔵催色）のことでした n 実際にカリフ

ルニアのレ＇千ン汗業を見てし・ないものですから， 30冊ほどこ）文献をあ文りながら，研究実験を行い

した。先ず反火から始めて，石油ストープカス ー「チレン 9 、 勺呑，七チレ／—，ザで催色試験を灯い主した。

をして岐後に極微贔のカーバイトでレモン／）催色法を',仁用化することがで苔主した。エチレンなら1杵色

の容積の 1,r?oo~ s,looのガスを 1日1巴1;勇！て 4~5日で野し9モ／を黄色しノモンじこずることかで

ぎました。昭和 2 年 (1927) 頃忙は， -,t だその頃日，2}~内地にもエチレンカスを簡洋応入手できなか

ったもりつですから，台北の三井物産会社を通じて米国から沢ソベ入りのエチンンガスをわざわざ取寄

せたものでしだ。また 1立方メートルのド芦ド八附筐青レモンを（ア）ぜて， 1日にカ---ハイトの小i『109 

ず一つを入れてちけ□1~5日間で借色ナることかで含ました。人工介『色忙よらたい方法は， レモンが
農緑色からいくらか訊色し始める頃 1で採果して，附蔵几内忙静置しておふ〈たげでもよっと日数がかか

り主すが，菊も痛主ナに自然vごレモン色;こなるものてず ‘ 。以上のよ）にして奨励した結果昭和13年

(1938) 頃！こいモン刷も 100ヘクタール罠噌堕され，内地に移廿iされ支したが，台湾産レモンは香

味良好で評判とな〗，位］伯 1 灼贔綺55銭，平均｛直28践と評価されて＂生産地にレモンプームが起った
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第 11表 l/ モン（ユーリーカ）の砧木別及び地方別，•こよる
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汲土林面芸試験支所詔和9年度事業成績概要（昭和9年良台湾総督府中央研究所塵祐部業務功程践苓）

第12表 レモン（~ ユーリーカ）の砧木別及び地域別

による砧穂関係図

（桜井芳次郎）
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のでありまず。丁度その頃は日本全体が金の流出防止とか外貨獲得などとやかましく云われていた頃

であったので国産レモンがこれに便乗したようなことになりました。もらろんその頃の広島県の大長

村のレモンもプームでしたが，日本内地のレモンは主な収穫期が秋(,cかたよっていましたが，台湾の

レモンは周年出荷でぎ，品種もカリフォルニアのサンキストレモンと同一のユーリ・ーカで品質も良か

ったので前記のような高値で取引きされだ訳でしだ。しかしサンキストのユーリーカレモンは当時す

で筐身条選択で品種改良が進み種左しでしたか，合湾産のレモン（ユーリーカ）『Cは10粒侵どの種の

あったのが欠点であり主した。文献忙より吐ずとアメリカ・カリフォルニアのユーリーカレモンの元

担は，イタリーからカリフォルニア筐輸人されたルナ (Luna月）と云う品種のレモンであり注して，

毎月開花結実するところからルナと云われたのです。その偶発実生からできたもので，ユーリーカ

Eurekaと命名されたものでずo Eurekaとはギリジャ語ですが，その意味を英語で云えば， "I

have found it" (発見したそ）とご＼うことだそうです。この Eurekaの字はバイオニア精神のさ

かんなカリフォルニア州の標語であって，いろいろな農作物の品種名にも使われているそうです。余

談で恐縮でございーますが， この Eureka(ユーリーカ）は， ギリンャの有名な学者アルキメデスが，

かねて皇帝から研究を命ぜられていた黄金の王冠の純金の成分のことを考えていた或る日満々と湯の

たたえられセ風呂にザブンと人った時に湯があふれ出しだ瞬間に 11Eureka/ 11 と叫んで浮力の原理

を発見したとの伝説から来ているのでず。

6 グレープフルート（葡萄柚）

グレープフルート (Grapefruit) はふとうの実という意味でな〈枝になりかたが，ぶどうのよ

ぅ忙多数かたまって房なりに結実するところから，アメリカでつけられた名称であります。たしかグ

レープフルートはアメリカで偶発実生 (Chance seedling) から改良されたものでありまして，

アメリカ人の自慢する柑橘です。合湾ではグレープフルートの砧木としてザホニンの実生がよく適合し

たので生産は谷易でござい主した。士林園芸試験支所産のグレープフ Jレートを外国人のよく宿泊した

台北の鉄道ホテルに常1て払下げてい主したが，大変賞讃されていました。年間雨量の非常に少ないヵ

リフォルニアででぎるグレープフルートよりは，はるか忙多汁で風味も劣らず，むしろ多雨地のフロ

リダ産のグレープフルートに似ているとのことでした。奨励品種は風味最良の「マーシュ」 Marsh

と最大の「ダンカン」 Duncan でござい主した。台湾は雨が多いので，果皮の最も平滑なグレープ

フルートは潰瘍病と癒痴病の被害が多かったのですが，年数回のポルドー合剤撤布で充分防除ができ

きし，た。

7 スウィートオレンヂ（甜橙）

甜橙（ティングチャング）Sweet Orangeの学名は， Citrus sinensis OSBECKでありまし

て南支那が本場でありきず。現在世界各国忙ある有名な品種は20種以上忙及んでいさす。ところが不

思議なこと忙，古くから台麹忙在来していたのは雪柑（セッカン，台湾語セア） 1品種であり主した。

皮がむきして（〈て，果汁の多いあ主いものですから日本人は庖丁みかんなどと呼んでい注した。日本

内地の金九年母（キンクネンぶ）はこれにあたるものと思います。しかし雪柑はポンカンやクンカン

vc押されて，生産は北部平地であ主り伸ひなかったものです。日本時代応，試験場ゃ民間の方々が，

新品種を広東から輸入しかつ試作に成功して一般ii[増殖されたものは新会甜柳橙（シンホイティンラ

ゥチャン）と明柳橙（ミンラウチャン）であって，現に 10月から 12月頃忙かけて市場忙広く出廻って

います。またアメリカから系統の良いバレンジア (Valencia 晩裔夏橙）が輸入されて試作に大成

功しまして，現在台湾ではすで 1て栽培面積が 500ヘクタール以上になっていまず。これは台湾の気候

でも晩生でありまして 5~6月に販売されています。これらのスウィートオレンヂはいずれも在来の

雪柑より皮が薄くて，風味もよ氾どすぐれてい主す。

8 ザボン（斗柚〕

台誇はまたふいしいザ ；jiン類（台湾名斗柚タウユウ） !'C恵まれていきして，その晶種も 10種以上に
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及んでいます。いすれも日本の領台以前からあったのでしょう。苔は合南の麻豆文旦（マトーブンタ

ン）は税金のかわりに上納されていた~ ようでず。日本時代1,こなってから，栽培関係の人々が特筐庄意

するようしこなって見出されて有名になったものが数品種もありきず。 8月から出栢される廂豆文旦か

ら12月にとれる晩柚の間に，麻豆白柚（マトーペーユ），白肉柚（ノ、クニクュ），蜜柏（，、ミッュ），

石頭柏（セキトーユ），烏葉柚（ウヨーュ） （別名西螺斗柏セイラサポン），早柚（ノーユ），時柚

（ジュ），紅文旦（アンプンタン） （別名麻豆紅柚マトー了ノユ）筈かあり主す。これらの中で代表

的なものは麻豆文且．麻豆白柚，紅文旦と西螺ザホン等でした。

大正 8年 (1919)に今のベトナムのサイゴンの植物園よりザボノの苗が殖産局技師島田鶯市氏！こよ

り士林圏芸試験場へ導入されたのですが，その時の学名は Oitrus decumana forma''White 

F'I es h ed 11であり主した（果肉の白いザボンの意）。私は大正 9年からその試験場に勤務していた

のですが， 3 ~ ,t年後からそれがなり始めたので11~12月に採取したのでず。ところがとてもず

つばいのでその翌年から 1ヶ月ごと採取時期を遅らして，最後に 5月頃迄，樹冗着生さしても良い風

味が持続されることを確かめたのであり主ず。それで台湾では里肉の白いザホンを白柏（ペーュ）と

称え，おくてのザボンを晩柚（バンユ）と称え注すので，大正15年 (1926) に私は晩白柑1(バンペ

ーュ） Citrus grandis OSBECK forma 11Danpeiyu'1と命名し，台湾島内各地加奨励増産筐

つとめ主した。それから昭和 4年 (1929) には鹿児島県聖水柑橘試験場と同県下のザ沢ンの名産

地阿久根町にも晩白柚固ができるようになり主した。昭和10年 (1935) vこは島田蓋市氏が熊4砂屎八

代冗これを送られて以来、非常に有名忙なりました。

台湾と鹿児島でで窒た晩白柚を比較調査したものが次の表（第13表）であり古ず。

ノジペーユ
第13表 台湾産と鹿児島産の晩白柚の比較

大いさ

果実重麿

果径

果高

果形比

果皮の厚さ

果皮重贔

果肉歩合

種子数

台湾

大

2,325 I} 

1 9. 5 cm 

2 0 1 cm 

0. 9 7 

2 4 7 

1, 141 9 

51 o/o 

一粒

8 5 o/o 

064% I 

13, 28 I 

1. 9 1 9 

178 

l 6 6 

1. 0 7 

1 6 0 

433 

62 

11 4 

※ 糖分＝ハンドレフラクトメーク指度

※※ 糖分率＝
糖分％
酸分％

唾水

中

I 1, 8・1 0 I 1,480 

1 8 7 176 

1 8 1 1 6 1 

1 0 3 1 0 9 

4 00 3 0 0 

935 723 

46 50 

104 22 

l 2 3 I 1 2 0 

I 1 s g I 1 7 4 

I 6 5 1 I 6 90 

日本内地産の晩白柚の果皮か台網産のと較べて特忙厚いことか目立ちます。この大きな差違は，サ

ボンの開花当時の幼果実の肥大成長の過程を生理的応説明すればわかり主す。ザボンの幼子切が発迄

ずるには先ず胚珠の珠孔に近い種子とその子房壁が肥大発逹して行ぎ，その反対側の子房翠から生ず
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る果肉となるへ含齢襄の肥大充実が少し遅れるものであります。開花時すで紅気温；う温暖な台湾では

こ（1.)種子の発達と砂襄発達の時間ご）ずれ:=i幅か，気品の低い鹿児島より短時日であるのですゥ言いか

えると度児島（一般に日本内地〉の晩白柚の幼果実の子冴壁（後のザ示ンの果皮）が台湾のものより

〈厚く左ってしーまうからでありをす G {叉ぎ；て特：c芦うのは果汁の成分であり注す。すなわち台湾産

の晩臼刊げ）集汁の酸分は日本内池痒と較べると少な〈，かつ糖分も少ないのであり注す。言いかえる

と日本内也産の晩臼柑！の粧分は合筏りのよ［，高い辺）であるが，それにも主して酸分の割合が台湾，tり多

いのです。鈷島言偽の院 i'J¥0」、万方が，鹿児島産より糖分本が裔いということ［こなりまナ。しかし柑橘

の果汁の酸分は貯蔵中にどしとし滅って行くので日本内地産のザボン類の中では九州産の晩白柚が断

然すぐれていて，翡いしいのであり主す。熊本県八代産の晩白柚は毎年 4月頃陀，東京の有名果物店

に出荷されていますか 1個 800~],000円で充られています。四国産の他のザボン類は 200円位です。

これと似た喝係が，同じ品種のサ沢ンを放培しても，純熱帯のクイ国産と亜熱帯屈内忙入る台湾産

の間に認められたのであり支す。私は大正14年 (1925) 忙タイ国の首都ハンコクから約60キロメー

トル離れたバイマン (Banma i) と広うとこらで，』界一うまい種なし文旦のカオパンをたべたこと

があります。これはバンコク無核文旦Siameseseedless pumelo と云われてい主して，果形は

グレープフルートに似た扁円形ですが，それより大形です（果形15cm, 果高 12.5虚，果重1,100Ff)。

完全陀無核であって，ぢ湾の最高級の麻豆文旦よりはるかにおいしいものでしだ。是非これを台湾で

作ろうと思い主して，接穂を苦月して台諮vc送りさしたが，当時のこととて交通不便で輸送忙日数が
かかり主して完全if:こ失敗しましだ。しかしその後，高雄州農事試験場長の鳥居式男技師ゃ台北帝大の

田中長三郎博士等の 1卸努力で，その苗木が手忙入り，台薦各地で試作してその結果を見きしたが，酸

味が強く，種も多く，その風昧は全く期待はずれでございきした。むしろ在来の台湾の白柚なみで間

題忙なりませんでした，

これを要ずる 1疋柑情いは，熟帯地・→亜熱愕地→温帯地と産地の緯度が北上するごとにその果汁の酸

味が強くなると入-うこと 1てなりさす。主た糖分も増すが糖分率はいくらか逆行する。主たポンカンや

スウィートオレンチ類の蜜柑類の果皮のオレンヂ色は，緯度が北上する厄ど（気湿か低くなるぼど）

濃色になるものである。逆に，熱警地の蜜柑類は果皮の青い注ま成熟するものであると言えるのであ

りまず。

9 温州蜜柑〔温帯柑橘：）

台湾て於て晶州蜜柑cぅ栽培は， 日本時代には台北州下だけで行われてい主して，その栽培面積も

100ヘクタールぐらいで，主産地は北東部の宜蘭郡（ギラン）でした。そして温州廣柑だけは，少数

の日ぷ人か生産者v')主流になっていました。この他にも，高砂族のいる高山地区では， ところどころ

の駐在祈の日本人警察官が日本内地から苗を取りょせて栽培し，相当な成果を挙げていました。平地

でできた温州蜜柑は， ボンカンより早く， 8月末より 9~10月にかけて市場応出廻わるので， 日本人

が喜んでたべていました。

日本内地と台湾産の温州蜜柑の熟期を較ぺると次のようです。 （第14表）心 だいたい内地より 1箇

月以上熟期が早いのでございます。

しかし，甘味の強いボンカンやクンカンになれている台湾人筐は温州蜜柑はあきり歓迎されていな

かったようでず。したがって中国政府になってからその生産も滅り，最近では10ヘクタールぼどの栽

培面積：こなっているようです C〕

温骨柑橘の代表種である温州緊相の亜熱誓の台湾（台北州）に於ける成育結実状態を日本内地と比

鮫してみ主しょう。

最初応合湾北部の台北，東北部の宜蘭と，鹿児島の気品と雨鼠を比較してみ主すと次のようであり

主す。 （第15表）
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第14表 台湾と痔児具産温）廿蜜柑D成熟
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奥村音二郎，桜井芳次郎（サり出文献第 5表）

農商務省図芸試験塙報告：本邦各地産品州蜜柑の直食，大正.12年 5月

第15表 込jL均気温と月降水量

鳳声~_!1 月 2月 3月 4月月 11月 I

平 台湾宜闇 I1I 1 4 rf 140 166 2 0 4 2 4.0 I 8 7 

旦
台薦台北 152 l 51 1 7 5 2 0.9 2 4 5 2 0 5 

鹿児島 66 7.7 l O 8 

lL 〗至I 」―~1 台此台湾塗児宜台雨北局
133 塁荒 12 7 229 120 264 265 

9 1 14 7 1 6 4 182 205 I i 7 1 
75 1 149 228 249 90 
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その頃日本内地での温州蜜柑は，盛呆期に達するのが16~17年生であって， :,o年生ぐらい主でが経
済樹令であると間いていましたc ところか温州蚤柑（相殻砧）忙とっては，台北の平地の気温でも高

いため，成育結果が早〈 G~7年生ですでに盛果期尻逹するのであり主すが，衰弱期に入るのも早〈，

10年生以上経過したものからは経済的な収鼠が挙がり注せんでした。盛果期の収麟でも， lOアール

(75本槙）当り殻高 1,500靱くらいであり主して， 日本内地の％乃至¼程度でござい主した。樹全体

の人合さ即ち樹冠容積は大ぎいが，枝葉か疎生ずるのであり主す。

主i湾召来し9直噂砧忙温州蜜柑を接き注すと，杜環砧よりさら区早〈大含くなりさすが，樹勢の衰弱

もさら筐激しいので間議忙なりませんでした。

台北州忙於ける普通温州と早生湿州とはどうかと申し主すと，熟期は早生温州の方がいくらか早か

ったのですが，わずか 1~ 2週間の差でござい主した。早生温州は 8月中旬から収穫でき注したが，
その頃の暑い日照りが続蓋支ナと，樹しこなっている青みかんの水分か葉に移行して，果実の肥大が一

時停止している時，激しいスコールが来るとみかんが急にふくれ，皮が薄いものですから一日のうちに

ざ〈ろのように全部割れてしまったことも時々あり主した。

宜蘭での温州蜜附は大正年代に日本人の村田氏か最初でありきして，相当よい値段で取り引含され

たのでプームが起こり昭和 2年頃から急匹増殖されたのであり史す。そしてその数年後から早期立枯

れの間題が起ったのであります。宜蘭が特に温州蜜柑の適地であったからその栽培が発達したという

のでなかったのであり注ナ。この地方一帯は気象のテーターの示す通り，爾の多い姫方であり，

は炒質咽上であり主して，台鰐唯一の多年生草本作物のラミ ・-Ramie(苧麻チョマ，からむし）の

名危地であります。品州羞柑が円1::/)多い砂質壌1芦梢えられたものですから，台北の郊外の士林園芸

試験支国（埴質噂t) などより成育糾果が非常に早かったのでありまず。そこではラミ一畑の隣接地

ゃ，礁噂てという河の河床の浮覆地にどしとし温州蜜柑か植栽されてしまって，主・ず主す立枯れを大き

〈してし主ったという訳でありきず。立枯れの様子は 5平生から 9年生ぐらいきでの働きざかりの成

木が急応成長を止めて，葉が萎凋し，やがて落葉して＼樹全体が枯れてしまうのであり注す。肉眼で

見えるような約虫被害がないのです。この対策としては，衰弱の徴候が現われると，強度の切り返し

切定を鹿ずと一時は， 2~3年は小康を保らをすがやがて枯れてし支うのであり主す。いろいろと議

論も出主した。そこで台北州農会が大がかりな立枯れ調査を行った結果次ぎの資料（第16表）が得ら

れ注した。

これによって 5~9年生のものか最も多く立枯れ (i[かかることが判明しました。こと忙 7~ 8年生

の最盛果樹が30%以上もやられているのです。そこで私は植物病理専門の技師の方と現地を詳細調査

し，あちこちの被害園で被害樹の堀出し調査を行った結果，早期立枯れは，地中の過湿が主因で地下

30C布以上の深さばある根組織が腐敗しているものが多いことがわかりました 0 前記の宜蘭の気象の観

測値は 10年間の平均であって，年紀よっては多雨， 日照不足の時もあり，また少雨，日照過多の時も

あって，いわゆる片照りの激しかった年［ここの立枯れが多く出たことがわかったのであり主す。こと

紀片照りの際，砂質雨士の照り返しの焦熱が，立ち樹の衰弱を早めたので，敷草ゃ被覆作物の必要な

こともわかったのであります。次に早期立枯れの無かった士林園芸試喚支所と，立枯れの多かった宜

蘭郡礁戻揉村で生き残った温州蜜柑樹の大きさを比較調査した結呆，砂質土凛で多用地の温州蜜柑樹

が，いか忙ひどく徒長していたかがわかったのであり主す。 （第17表）

まず幹と砧木の太さの比が，士林では砧木を 100とした場合，幹は 71~100ですが， 宜蘭では

64~72であり，後者の砧穂間の親和度がさらに悪いことがわかります。後者の樹高はさら忙高く，

樹冠容校に至っては士林の樹よりも 24~3.8倍も大含いのであって，宜蘭の温州蜜柑樹全体が枝葉が

空疎で脆弱であることを実証しているのであり主す。

結論として「亜熱帯の台湾平地Ire.於いて温州蜜柑を栽培すれば，成育結果は早く，すで忙 7~8年

生で盛果期に達するが，収最は少なく、 10年生頃より老衰し始める。特に多雨地の砂質壌士の園では，

3~4年生の結実期に入ってから 8~9年生になる迄の間Ve立枯れにかかるものが多い。台薦平地で

は温州蜜柑は奨励に値する安定した経済果樹ではない。」と云えるようでございます。
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第 16表 台北州の温州蜜柑の

1甲=09699ヘクターJレ 昭牙且10年末 台北州農会調査

! -年 l-s1r-k-断伝-:;"-r+ l マ'.・サ次公紐 I~
栽培本数 立枯本数

l 4 0本
本゚

O "lo 

゜l,l 5 5 2 017 002 

3 1 7 

゜ ゜ ゜3,426 4 0 1 2 005 

5 年生 1 5 11 1 0,5 7 8 324 3.06 4.0 2 

6 年生 911 6,465 1,327 2053 1647 

7 年生 3136 21,920 2,6 1 7 1 194 3 2.4 8 

8 年生， 14,04 9,831 2,463 2505 3057 

9年生 1222 8,469 1,321 1560 163 9 

10年生 064 450 

゜ ゜ ゜12年生 0.1 4 85 

゜ ゜ ゜15年生 2.0 7 1,4 5 0 

゜ ゜ ゜17年生 0.1 5 92 

゜ ゜ ゜21年生 0 1 2 7 1 

゜ ゜ ゜26年生 021 150 

゜ ゜ ゜計 9 2.4 9 6 4,5 9 9 8,058 1248 IO 0,0 0 

※ 三宅勉，桜井芳次郎：宜蘭地方に於ける温州蜜柑立枯に関する調査

台北州農会昭和11年8月 pp. 43 

→※ 
士林及び宜閾の温州蜜柑樹（杞殻砧）の大きさの比較

第 17表 （昭和11年11月調査）

台北州七星郡士林圏芸試験支所 土壌…埴質壌土 年雨量・・・ 2,100疇
調登地{

台北州宜蘭郡礁涎橘村 士壌•••砂質壌土 年雨量・・ 2,623皿

品 種 早生温州 普通温，IH

普辿温州三晋］通混州7樹 令 4年生 4年生 6年生 生 1

調 査 地 士 林 宜 蘭 士林 士林宜 宜

調査本数 9本 I 0 1 0 1 0 1 

幹の周囲 1 O cm 1 3 1 0 1 9 3 

砧木の周囲 1 3 cm 18 12 19 33 34 5 

幹砧木周囲比 77 : 100 72: 100 

樹 高 11 l cm 14 4 1 3 2 1 9 1 217 1 9 1 294 

樹冠容積 0 6 9 3m' 1703 0725 3S87 9 0 I 7 8361 31903 

巴竺容積比 100 : 246 100 : 237 100 : 251 100 : 384 

※ 三宅勉，桜井芳次郎（前出資料第16表）
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10 柑橘類の周年生産

以上申し上げましたよう !•C.. 合給は相福類の放『臼こは大へん患主れておe!)まして，汽とんと年中新

解左おいしい柑橘煩が生産されるようになり主した 0 (第18表）幸紅古阿では各1、l1庁こと巳柑隔出荷

励い］組合もで苔てい克したので零細な各生産農家の柑橘も共同出荷すること尻よって商品価値を保つ

ことができた次第でごさい注す。

第18表 台弯に於ける重要柑橘類の周年生産表＄忍

し卜` ― 2l31415IGl71 さ

附蔵□□I温
屈 ヅ 文

広束甜閂 言粗

柑-
9
 

，
 
一

~
 

桶 柑

晩 !-1 柚

グ）レ----―ノ｀プレ

ノ、レン

レそ

11 交雑育種

ドンカンをさらに改良して．果皮のぶ〈ぶくしないもの，果心の空疎てたいも (7_)' さらに豊産なも

の，つまり坪想のポンカンを作ろうと計画し主して，大正11年 (1922) よりポンカン， セッカン，

クンカン，温州蜜相などを相互交配を行い，いろいろな実生を育成し注したがいずれも皆失敗でした。

8~9年目からなりたしたl灯実生は刺か多く，枝条が直上し葉の節間が長くなったり、病気忙かかり

易く，で含た果実は小さく，種子が多く，果皮が厚くてかた＜，果肉もかた〈史汁の少ないものばか

りで全く幻滅でこざい支した。みかん類やスウィートオレンン類の種子はいずれも多胚 (Poly-

embryo)であるためそれらのいも多胚であったのであります。 F1の実生群が真正の受精胚か無性胚

（珠心胚Apogamy)か心区別がつかず，かつ受精胚の実生の樹勢が弱くていつの主［てか消失し，い

〈らか強健な無性胚のみが残ったという始末でございました。しかし昭和 2年 (1927) に行った晩

白柚（バンペーユ） 5f Xグレープフルート・ダンカン DuncanZ; の交雑のいの実生が，昭和 9年

(1934) l'C果実をつけたものは大成功でござい注した。これぱザボン類の種子（特に晩白柚）が厄

とんと単胚 (Monoembryo) であったため， この組合わせは完全に成功でこざい主した。これは晩

白柚とグレーフフルートの中間の諸特徴をもった肌のすべすへした大きなグレープフルートの新品種

でありました。丁度その項，南方農業に強い閑心をもっておられ主した在台中の大谷光瑞氏応その新

集実をさし上げ注したら大変悦んでいただ魯，マンモス・グレープフルート Mam mo t h G r a p e f r u i t 

と命名されました。 （第19表）終賊後にもとの試験場を 4回ほど訪門し支したが，すっかり圃場が模

様がえされていてその原母樹も見当らず残念でございました。
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第 19表 柑橘育成新品種マンモス・グレープフルート (Mammoth Grape f r u i t) 

（桜井芳次郎：台北帝国

＄晩白柚

勢 強健

枝 条 横走，下唾

栗 の 密 度 やや疎生

葉片の長さ 22cm 

莱 片 の 憾 9C布

葉 片 の 形 長楕円，漸尖頭

葉 面 波状を呈ず

縁の鋸悦 大葉には欠刻少＜極めて浅

長心臓形

普通緑色

極めて密生

項-----------目---------旦竺］ 卒晩白柚

花醤の形倒卵形

花著の長さ 2.2-2.4 cm 

花苫の幅 1.5-1.6cm 

枝

8巻第 4号昭和11年12月発表）

葉

F, マンモス・グレープフルート 8クレープフルートダンカン

強健 普通

横走，やや下垂 枝条やや歪曲す

疎生 密生

21噂 13 cm 

9C尻 75燻

倒卵形，漸尖頭

やや波状を呈す

欠刻やや著し

正三角形に近い心蔵形

斑葉あり 普通緑色

し 極めて疎生

花

花開張の径 50cm 35-40頃 3.0-:1.3虚

花躙の長さ 2.6 cm 2.3 cm 1 7 cm 

花孤｝の幅 1.4cm 098cm 065cm 

醇 の 色濃緑色 Brightgreen yel law 両者の中間色 Nevagreen 緑色 Viridine ye! low 

蒻の径 1.4虚 1 0 cm 0.8虚

蒔の微毛やや疎生 極めて密生 極めて疎生

約の数 45-46 30-31 22-24 

病の長さ,. '攣 '"匹
約の幅 15-2.0饂 1 5疇 10疇

子房の高さ 6暉 4,0-45疇 ：ぅ0-40麟

果 実

項目
種類 9 晩白柚 F, マンモス・グレープフルート ＄グレープフルートダンカン

採 取 期 12月ー 4月 12月 1月ー 2月

果 実 重 旱皐 1,920 9 1,0 7 og 3139 

果実の高さ I 6 I cm 1 2.0 cm 7 6c呪

果 実 の 径 178 cm 13 7 cm 9 ocm 
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I 

且 形扁球形 球形，果梗部附近に凸出する扁球形

のあり

呆皮の厚さ 16cm 83cm 056cm 
I 

瓢嚢数 15 11-14 12 

完全種子ー数 114 70 7 

不完全種子数 4 8 8 3 4 

菜肉の歩合 62% 74% 72% 

果皮海綿質帝淡紅・白色 純白 罰淡青，白色

果 肉 の 色 帯淡青色 帯淡青色 明淡黄色

果 肉 の 香 ザボンの香 晩白柚の微香 グレープフ Jレートの香

I 沙 襄 斜走するもの多し 釦走及び縦走 縦走するもの多し

,tJTI , 汁 多し 極めて多し I 極めて多し

k 臼'. 心 不正形及ひ心割れあり 充実 充実

果肉汁の苦味 苦味を感じない Iやや苦味あり やや苦味あり

種子の大さ 長さ 18cm, 巾09国 長さ l6 cm, 叶） 0.6 cm 長さ 14c況，巾 0.6cm

I種 千 の 色 表皮帯淡褐色，胚白色 表皮帯淡樹色，胚白色 表皮白色，胚白色

第 1図 柑橘育成新品種マンモスグレープフルート
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12 柑橘園のカハークロップ〈 Cover crops) 
私は大正15年 8月 (1926)から昭和 2年 2月にかけて半年間，東南アジアの各熱罰諸国の菌芸事

情を調査旅行したことかござい注す。その際各地で見学した大介桧なコ＇ム園，紅茶園， コーヒー国，

ヵヵォ園， キナ園などで行われていた各種のカバークロップ（被覆作物）の栽九紅はずっかり感心さ

されきした。それ以来，士林圏芸試験支所の平地と階段面に，次ぎから次苔えといろいろな緑肥の被

覆作物を試作しました。いうきでもなく亜鰍磨ゃ慧悶の酷暑地ては十9襄有機物の分解消失か迅速てあ

り，有用土凜絨生物もそのため影粋を受け，さら尻猛然左スコールの左記）に哀七の流失も激しいので

地力保持と表．：上流失防止のために緑肥有機物の不断補給か極めて大切なのでありーまず，，果樹面の被覆

作物として試作した種類はだいたい次ぎのようなものでした。とらつめ主め（虎爪豆），｝レーピン，

ミモサ， クロタラリア類，テフロジア， セントロセーマ， クリトリア， カロポゴニューム，サラフク

ビーン，インティゴフェラ等でごぎい古しfい多年牛の果樹園のカバークロップとして， これらはいず

れも一長一短の特徴があり主した。とらつめ主め（虎爪豆）は日照り乾燥には強いが長用応弱〈，台

筋の北部には不適当でした。ミモサは枯れると燃えやずいので危険でした。 Jレーピン，テフロンア，

クロタラリア類は柑橘園の緑肥作物としてはよいが，立生するため地表を完全応カバーしない欠点が

あり主した。クリトリア， セントロセーーマ， カロポゴニューム，サラワクピーン，などもよかったの

ですが，蔓が果樹忙巻きついて管理忙手がかかり支しだ。最後に残したのはインディゴフェラ

(Indigofera endecaphylla JAOQ.)でござい主した。これは私が昭和 3年 (19 2 8)陀セイ

ロンから種子を輸入したものです。この種子は非常に小さくて，丁度なたねくらいの大含さで、1,000

粒重量2.5(Iであり注す。セイロンで初めてこれが発表された時は，純金と同じくらいに高く評価され

たほどでナ。この繁殖には最初は種子によりさすが，その後はいつでも挿木で簡単応増殖かでぎ祖し

た。棺物は小さい葉の羽状複葉で，長く伸ひて，主き蔓もなく，他の雑草を簡単紅カバーして征服し

て行くのです。繁茂すれば刈り込んで敷草として果樹の下に敷オはよいのです，，特忙病害虫の巣くつ

忙もなりませんでした。また家畜の飼料にもなり，年 3~ 4口刈り取ればヘクタール当り 28トンの収
贔がこ｀ざいました。全く多年生果樹園の緑肥兼被覆作物としては理想的たものであると存じさず。

セイロンのペラデニャ (Peradeniya) の傾斜30の茶園で， このカバークロップの 5年間の実験結

果が発表されましたが，次のような成績でした。

第20表

- Iヘクタール当り流失した
調査区分 流失上壌土壌の厚さ

2 1 霞

1 9 

l 1 

(Ilo! land at1d ,Joachim, 19 3 3) 

私は気ちがいのよう忙士林の試験場つ全果樹面にこれを栽培しました。これを栽只しなかった頃は，

試験場の中央忙設けさした幅 2m, 深さ 1.5m の大排水溝にスコールがあること応灰茶色の濁流が活

々と流れていたものでしたが， このカバークロップが試験場の全圃場忙行きわたってからは，スコー

Jレの際忙も水の流れがよ砥ど澄んで参り注して，表上流失防止の効果は見事たものでこさい主した。

13 台湾における亜熱帯及ぴ熱帯柑橘類目録

士林園芸試験支所では，世界各地からいろいろな柑樗類 200種以上を蒐止して試作してい主したか，

ここ忙は特に台乾柑橘栽培に1関係あるものを挙げることに致します。
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台湾缶詰事業の創業

次r;t'インアップ；レて，rC これ言占ぃ沿革を言わなげればいげ祖ぜ人か，旦界て 9 番初め:>バイ／

ノフ~ ルの缶詰をつ〈 は 1/ ンカホ•一← ルであり 3-:して 1885年〔明冶 18年）り'.)こ L てす~）しかもぐれ

姐めたのがフラン~ ス八てす"ノフンス八か 4~ 5什やり支してから，今度はミスク・.りスカーフ(Sいい）
という英国人か継いたのこすか，その人も 2--3年ゃってから，介度し工中国人の手仄わたリ・いわゆ

華僑か今日のゾンガポールのパインアップルと全部やってあしり支ず;左ぜン＇ランス八か、/ ./ガホーノゾで

パインア、ノプルの缶詰を一番切めvcつくったのかといいまずとう若え叉み支；と蕪理も左いこと
もう一つさか（りぼり支すと？ナホンオ./ (皇帝在位1801--15) が，多景の軍用食糧調迄釘)di'.、翌から，

莫大な懸賞金をかけて，従米の塩蔵，砂糖噴ゃ乾物てない翌しい良品尉蔵去の発見を国内にもとめた r/)

てあります。そして 1810 年 1疋バリの菜『憎月~ ニコラ・アヘール(、.:¥icolas Appert, 1750、,1842〉か，食

物を瓶詰にし，加熱して空気を抜きュルク栓叉＇！行封し冗，食物り！行絨匹成功し主 L,・t , ・ そ豆` ）当時とし

は大へんな賞金の 12,000フランをもらったのてもり主ず。その後｝褪氣殺蘭□呈連を発見し吃しア）が有名
な仏人学者バストール (Luis Pasteur, 1822~9;〗＼でありまずシそれから英国ペ・'米国なとて， カラス瓶

は高価でこわれ易いので研究されてブリキ缶か使われるよう；！こなり古した そんな！見1糸でフ予／ス人か

その衣鉢をついてシンガホールでパイン了ップル（ぅ缶詰をuエ界で始めて造っ fこので［が，経営か主ず〈
て，英人にゆずり，それを中国八か大成しだわけであります ンンカポールプの創業から 7年ほ、>:it

て，ハワイで Hl92年（明冶 25年）に，セームス.G. ドール (JamesG, Dol, りというバイオニア籾神

に富んだえらい人が，パインの缶詰事業をハワイで始めきしたうそれからどんど人ふえ翠して尻在世界

ーの産額を誇っているのです 3

明治34年 (1901)に岡村庄太郎という大阪0')商人(!)かたですが，台湾給瞥呵 v')嘱託になられ花して，

わざわざゾンカポー］レ忙行ぎ注して，バインア゜ップルの缶詰の製造を砧究してこら訊注し戸。その時，，丈

もう英固人のミスクー・スカーフはいなかったのですか，スカーフの助手をして、八た日ぷ人の鯰田嘉理

（ックダヘンリー）氏に，岡村さんが、／ンガポールでいろいると教えを乞われたのてあり応す，払か大

正15年 (1926) 9月にンンカポールに行き支した際，仇田氏（当時歯科医）にあいだしていらいらと当

時のことを承りました。かくして明治 3,j年筐，［虻付圧太郎さんかりめて台湾南部の鳳山 v夏 rVごハ・i, .. 「

ノプルの缶詰工場を建て製造が行われたのでありますし次に夕これは自分のことて恐縮ですが，私し〗恥

やじ（桜井芳之助働昭和16年没）か，台湾の中部の彰化て，バイ／の缶詰製造を明旧ぷ年」gos)rこ始
めたのでございます。父は母と明治29年しこ台湾に初めて渡り主して， 7~8年間悪改苫闘してようや（

家業（飲食業）が安定するようになったので私共子供も台湾筐行き支した。私か小学生の時分忙，父は

別にジンガポー・ルに行ったわけじゃありきせんか，郷里 0京都に缶詰をつ〈る訳口富三郎といっ粒殴ぐ

もっており支したから，缶詰のつくり方ぐらい知って詣った:/.)てしょう，それ筐飲食業をやってお、り支

したから，煮たきすることはお手のもので， うるおぼえにパインアップルの缶詰をつくったわけ ti。

今から思うとごく初歩の缶詰製造てございました。注ずハ／ダ（鉛）て缶を密封したも (1)を人ぎな釜

煮るとふくれる。それを脱気するため忙錐で穴をあける。するとジューと空気が抜ける、つでずか？とこ

ろか空気たけか抜けるどころか、／ュースも一緒紅飛び出してし吏い，中駐は集肉だけに左，・たも、／＇）もあ

りました。そうかと思うと，やっと 1週間ぐら＂もった頃，今度は加熱殺困が 1ヽ充分たったりで，中身

のパインアップルがくさってくる。すると缶が膨張して，夜中尻ボカン， ,Rカンと大ぎな音を ・fこてて破

裂して天井までつ〈というようなことが何べんもござい主したことをよく覚えて翡り支す 0 最後によ~ う

やくできたバインアソプルの缶詰を軽く箸のような棒でたたくのです （打検）。そ~ してそ (I)音ていいか

悪いかがわかるのです.)その打検J)結果やっと完全なバイ／アップルの缶詰か 6本てぎあかり支した。

ところかおやじにはまた資金が無くて，バインアップル缶詰事菜を本格的に始める力はあり支せんてし

たから，当時缶詰製造では相当有名であった京都の浜口缶詰合名会吐へそれを持って行き史した。それ

から台湾の中部の員林［て初めて，竹の柱に，竹心屋根の浜口鳳梨缶詰工場が出来た0 てこざい定す，時

--29-



ハインアッフル品種

＼ 在来種

ベイン Jクノ：］月/)鼠吐— Jig(;~南禾てあり吏ずが， -f;,t弩：―て/1〈からあらも 1)を午沢呻と称してい主送。

fしも人苔くなく，史凸leJO~2()C、Ti', 果督ー 8~ 12靡， I I直0重＿量ぃ Oo~L8Kg<らいのもいて

も9支:・ ヽ）凸果')主図、ー［晨黄色で甘9こ 9・+ ✓)喜り方醤：いが，集肉｛ぐt裁条年か急いしびてず 、j /果実は多数
(60 ~1?01同)ヽ＿）小 J,{~(7) 棗 0 で 各4是こ.-(: iて」ヽさな種—f- か 3 ~ 4粒ちらので）缶詰匹ずる場合 vcは外の

厚ぃ9長皮を Li' 、，'てからさら！こ 7 セン状げ='戊！•、 V 菫:/)溝 vc 切って師しりある花落ちの部分を取り去らねば

なら )/.1c')か，i□介な仕吐i又，労力を麦t心に）＇戸あ f)主す。果皮Vこは小束ごとにある匂の刺かあり｝ことに
凩 ii・ドは酸分がある〗●一、．向 r —-ごれをむく時，手の皮が荒れろり）で，ゴム手袋の無かった頃でしたから

域人（［打弯人）の苦労は人／なでもり主した。生木(;~--;麦壻＼をく＿拿ぺて煙マ一手のひらを燻蒸して皮全黒

成〈しなからむいだも o-cしたぐそしつ悛，半自動人 ,7_)vントサイサーという外皮剥皮機ゃ，ハンド

［ザーやコム手袋い屯 1:)虹心ようになりだいぶ楽にない主［たが創業当fl)の苦労は全〈大変でごさ｀ぃ

さした。

嘉義央菜 げてみ主ず"

ジンガポールoベイノ在t

語の原料は台湾在来種の無

刺江皮種と同しでもります。

葉忙剌が無いので栽培は楽

そあり布す。しかし果肉に

峨鯉が多いので，シンガポ
景夫は且皮種に似 i

ー）レでは円筒形にむいた果

肉をスライス（円盤形）に

切らないでチャンク (Oh-

unk)やキ C} ーブ(Cube)

筐小苔〈切 oて缶詰にして

いるのか多いのでl,前者

は小さい細長い四角柱で後者

は釘砂粧刷てあり支ず 戸湾ては在末種hはとんどスパイノル..スライ，くでありーまず。これら台筍在来

呻！）栽熔［こは，人渇、》直射合い〈らかさえぎるように被蔭樹 (Shade t recs) をバイン園の中に散植

する 0 であり出す。／／ガホータ＇こし［， コム面を聞〈時にゴム樹の間の空地にバイン苗を植えて日蔭を

刊用して枝培していい・ごか名し'>'7)でず そしてゴム棺）か茂って来ると他 (T).新し＇〈開墾した新植のゴム樹

てバイ／~ を乳柏.t ;:, の，ぶ普4 咀てこさ• し＼ズし，ゎ．攀

合1為て (rt果穏尺! (心眼， 1'}梅）そ,/),!』 •D_累酎 0中忙間1午としてベイ／を栽培ずるか，茨たは，翌

利祖物9〉木甘息芍;f'Acacia confusa'.¥1ぐ rrill)な般陰樹尻用いる>/)か普通であり祖す これは在来種

0バイ_,,・了ノ，f;レ傾物り性質から保護 0)だば） tこ叶！いられるのでありまず・.、在来種バイ／アノプルの葉は

支/;斤({)圧来紐凰梨（ 父り査周―-l-てノヽ
~[ 
9

9

、

＼
 藁
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ザ
土

•
名
/
9
 

こ

（第旦2衣)

a
ロ
,
9
『
9

事

如皮紅皮

訊
I寸.
メ～

、改~｀が；哺第 6 版、詔，印 I り年 ー`
6
 

t
9
 
va p
 

―-30 -



長〈て，薄く，左っ巽（］〉色う晨踪色であるため，頸似な直

物が弱るからであります 3 し刀→ し伍来種Cl.)中でも黄皮通の

ため，耐乾性もあり文すか宋肉（シ品質が多少劣るしぶ／てあり

B 品種改艮

｝東＜ぅ輸，A.' 品~作!

久、点があな） l)ズ，

した成凩

ていると日焼

め比較団Ji[日身］今匹差

種~ ふ竺へ(•しヽイ々C4 
f~} 

んでした。

が<・iン棺物

は 1ゃ辻地によ〈肯つもの二なと
放任栽培豆）捏度

産されましても，交遥不便と祠JII csパじ濫て果実 I/_)釦廿＿＇，

消滅したところもございーよしそ(, 士林園芸試験叫

規模乍ら始め定し~ 長，~が，台賛乙北部は冬氏）］は相当冶

んど見るべさ成釆か媒か')

tこ在る嘉義農業試験文｝う『vc'バイ_>・

た それよりさぎにその晶義の郊

て昭和 2年忙台湾忙来る際，サ

を心とに，人糞圧ふ灰を肥料匹して

られたのであります。私の父はず---うかり感心して，その苗を綺価エ買ノ

イン工場の畑忙定慎したのであ t)まず 私が支た大学

府殖茫周に人正 9年訊域してから優良外国種噌嬬配布ーを目

〈大.iE12年にその予算か邁過したのでござい主す L iJ, 

事業一切不承認とな-k>'漸〈大正 14年度からこ?）事業ゾ,; L-c Jヽ 笠原金生技帥;:''、 7-f 

からバイ／缶詰原料として最迅のスムース+カイエ/{璽(、 Sn,い）:hい，,yenne)O苗 2乃ぷを 私が外、ル

ネオ・サラワクからサラワク種の団 1刀本を専人攻 I,ーまして，島堆＇が［，鳳山郡大證且丘パ叶，;;[ .')唸音府鳳梨

種苗養成所てこれらを養成し逹し-c'純良伯ご―一般の企業家｛こ網債配布を始めた(/)てあり注 J"c (呈井

芳久郎：本畠に於ける鳳梨優良外国穂栽塁に就て。台誇農事報，1v.2勾，大正14年 6り）

スムーヌ、・カイエ，.-(Smrnth C:aycnnc)は表晶の品種名てずか. ·"c.Q) もとはフ·;- ✓・ヌ,tit,'.・c:心＼臼訳li

忍ヵ•イネリッセから由来している豆）でこざいますーバイン，ァソプルの姐種紅鱈す＼て葉緑：こ束j

ものです。 1820年よりすこし訂J(ご）頃，南木<D仏領ガイアナ (Guiana)の首都カイニ／（ー、さyem1e

バインアップル圏て，葉に剌のある普通乙］パメン植物拝から，応とんと剌の無いも,/)て， しかも▽瓜左

呆実で種の無いすばらいしv・,も(/_)か，突然変異として至見されてから, Cayenne its Sc c: つ名称，!)見し fこ

世界的に最も有名なハインアソプルとなったのでありきず。： l 1 s s1c -=smooth)c 今日ではス』．••一•

カイエンしぅ方か名かとあ‘っているようですし、こ~（1．）果実 0果高は 2('·"~ こ5虚，朱往 12... I I勺 I()ド戸形てあっ

て，果重は 14 ~ 3. 5 K'j (最大果 1.5 K1,Z: 〉はどてあり祖ず Q 臼葛ご＇）標準果其の ,Iihiは
4, 166 ＇ヽ）でありまず（）

私は大正15年 (1926)10月にぷ）レ不オ・,1フワク＼、 Sara,互ak) の首都クチン市 (Kuchmg)ら束しり郊
外バトテイガ (Batutiga.三哩の畢程仁標地）てサラワクパ、1• ノを調査しビ；］であり

んど赤道直ドの酷暑地てありますか，地勢はカプ，7 卜心ツントフ地詈か，北海道 (f)氾仄

地であり主して，繁茂していた棺物はスムース”カイユン種と iけしてあり定すか，来夫 0')晶さ 31)(潤，累

実重量13ポンド (5,9 K<;) もある偉大なるバイ >I、，)}ルと什れて始めて見て全く驚ぎました3 ぐれを

この地方ではNanas Paun (ナナスバウン）と呼んでい甘し左 これは英貨こ）ポ／卜Vこ｛直ずるバイ/万>;-

プルの意味で，貴重な特産物とな 'O'( いるし）でし~ た・, これ，在国」地'.)日ぶ）＼経営(/)ゴム憶lい）矢り：日（少茂

し，）

を通して昭和 2年 (1927)3月，合高に ll, 105ぷを輸人しだ（ってあり定す

サフワク種はスムース・カイエンとい」種であり支して，外観は尺とんと区別か？苔ーませんか，．物'±:

理学的の差違はあります。スムース・カイエンもサラワク種もそれ自体り〗パイン果実 V'こしょ叶—f- は出来安
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せんか（不棺性〉，交互0花粉交面を行うと種子をそれぞれ作るのです，). そしてサラワク種の方が作物

としてスム・ース・カイエンよりいくらか丈夫で，環境不良地しともやや強く育ち，繁殖体の裔芽 (Slips)

りてぎかたも多い ✓-)であり祖す。要する IZ サラワク種は，スム・ース。カイエン種が，熱帯低湿地に馴化

因定した一種、ぅ地方種 (a local strain) であり支す． （桜井芳次郎：南支南洋鳳梨事業，台蒟総督

府冒伍調査課，昭印：3年 3月 pμ346) 

スム・・ース・カイエンもサラワク種も缶詰原料としては最適の品種てありますが，生食用品種としては

これら筐優る黄色モーリジャス (YellowMauritius) がありました。これは植物がやや小さく，葉の剌

が特に多く，帯赤紫色を呈しています。果実は果高10~15虚，最大のもので 1.5 K9ぐらいであります。

納宋の色は鮮黄色であり，果肉も黄色，繊維は少なく，甘味は強く，生食用として第一級品であり、ます

か，小さいのが欠点です。本種は台湾ては，単にジンガポールから来たので'',/ンガポール種と呼ばれ

てい主した。ジャワては NanasBogorと呼ばれています。調査の結果，黄色モーリシャス Yellow

Mauritiusであることが判明致しました。その他の品種の解説は省略いたします。

II 交雑育種（第23表）

嵐餃農業試験支所ては，大正14年 (1925)頃から，在来種と外国種パインの交配雑種の育成を始めて

ぃ～ましたへ｛丘詰原料祖たは生食用としてさらに優秀なバインの新品種を得るのを目的としていたのであ

ります。そして約 10年経過してから台農 1号から台農 8号主で順次育成新品種が発表されたのでありま

す0 関係文献は次の通りでござい注す。

貴島豊智，岡村正久：パインアップル新品種育成成績 中央研究所農業部報告69号 昭和11年。

貴島豊智：嘉義農業試験支所に於ける鳳梨新品種育成事業忙就て。熱帯園芸第 6巻（昭和11年） 3号。

貴島豊智：パインアソプル新品種育成経過及び成績。台湾農事報第35巻（昭和14年）第 2号。

以上のように相当長年月をかけて，交配によってバインアップルの新品種の育成につとめられたか，

結果としては，スムース・カイエン種やサラワソク種の原種に優る新品種はできなかったのであります。

Iii 系統分離

パインアノプ）レしては第 2図のよう左いろいろな繁殖体がござい注す。これらのうち最も普通

匹用いられるのは吸芽（新植より収穫迄に 1年半）と冠芽 (2年）であります。増殖を急ぐ場合には裔

芽も用いられ注す。実生は長年月かかるので育種実験尻のみ用いられ注す。塊茎を薄くスライス片に輸

切りして幼楕物を育成することもで含まずが，稀に行われる［こすぎません。結実の終った親株は枯死し

祖すが，その前迄に出ている吸芽もしくは塊茎芽で，後継ぎをさして行くわけであります。

以上のようにバイン植物は無性繁殖て増殖されるものでずが，他の栽培作物と較べると比較的に芽条

変異 (Budvariations)の出現ずることが多く，しかも悪変する傾向が強いものであり夜す。たとえば

スムース・カイエンにしてもサラワク種にし

てもその先祖のバイン植物の葉には剌か多か

ったものですから，これらの圃場には先祖返

り(Adavisrn)して剌の多いスムース・カイ

エンがときどき出たりするものです。これら

は直ちに除かねばなりません。また缶詰専用

のバイン園では，缶詰に最適な形（円筒形）

をした果実が必要でございますから，不適当

冠芽—--------

菜
冠裔芽

果実—

裔
-・ —裔芽

ーー牧裔芽

渡辺iLー原凶

.. 吸身こ な呆形をしたバインをなるべくバイン困から

出ないように絶えず看視して，パイン圏から

収穫されるすべてのバイン果実が 1頼で 1缶

か出来る完全な果形（果肉の品質も）のもの

ができるように，いわゆる標準化 (Stand-

ardization)されることが，バイン園の経

営上，最も望ましいことであります。前述の

悪変する実例を第 3図に掲げておきました。

---------―塊輩

艮木＇

第こ区I パイ／アップル植物と繁殖体
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16 予持パイン

貼和 12年 (1937)古湾約督府殆産忙］出版第 792号鳳梨種粕養成所 吉原実，伊藤祐基著バイン不艮系統図譜

第 3図 台湾応於けるバインア，，プルの不良系統図譜 ('2~ 16) 
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いずれも警形で，そCD吸芋

〈そういう想い個体

で繁殖し~支ナと， が高い〈〗で，

主す。最も忍質v実例を一
行じ定す。それ：:(不旦系叫塁 (j_噂呂乙否曰 V:万ー、忍『，；l牙であ rJ-. 塁丁,-, べム

。カイエン種やサラりク種り:,導入成功で，台蓋 (j_)パイ

（殖産局鳳梨種苗養成所〕むら一般忙配布含が入苗文(-jズは，宜事乃もる去汀エ門ち喜ーヤ f, を打それ

単狼［こハワイ区八包爪してバイ~/ i宜り多五輸入応ー『I―ったもヽ）てこざ Vきず。ハワイては/ぐ ,j> Cり大会吐

かかたく結束し（：いて，選択改良された優良苗をハ 7/r er_ヽ ：同業者間だけで用いて， P'j外不出(:(なっズ

るのてすっそこでわずか0 日平，人(})ア白トサイダー、くりパイン園から苗（［）系統も調ヘーず (iこ仇万―平、と｛戸巧へ

輸入した(/)であり主ず。そのうち応三菱株式会吐 (i),, ィン薗（台湾斗／ミ虞叫著＿、） :, こ入ったペイ／凸：ここ

の多裔芽系がごっそり混っていたのであり主す〉これはハ「／イデは Coll;,r Plat cカラ-・ プレートと

ーか， Collar Slipsカラ スリソプスなとと言われて＂缶詰用として S土岐も拌撃さかていだもこ）て

苗そ GI)ものはどの平統ても外観は同じであって夕良“ぷ良の鑑閃iJ;:tはとんと不Iコj詑てあり主す

ハワイでは廃雙ずべく且」積みさいていた苗を池喜 r[_)涙在出し了:cこから在買--:,てぐ汀弯紅持ち込古れ
でしょう。そしてそわか i::;,2年目忙果実かなり支しギー。そ且か告小さ〈，贔質も）＼してよくなかっ

ですが，緑芽か 1頼より 10本以上も出をしだのて，増殖筐うつつをぬ左していた時て多りき・_すから，呆

実は二の次ぎ筐して，これがえらい勢で増殖されてしまったのであり主す 0 、普通はパイ :---1汀旦バ曽帽平

2~3倍てずが，これは JO倍以上に左ったのてす C 全く四貨は良貨を駆逐する経済原則!おパ），たち祖ち

台湾全旦筐伝播されてしまったのであり支ず C そしてこの悲系統か琉珂ゃ奎美大昆して迄いう e勺注、こかに

播して行ったのであり査す_,琉球ては最初こがで一学紅増取されだためこがを除去ずる 0に大変な怒力

が払われて，成近になって漸〈優良系か増殖されるよう筐なっ /i次第て-i.. i↑笥 iこいたわれわれ校術名

はぐの悪い多裔芽系を三菱系り極lei)を押して排撃 I・てつとい戸ものてこざぃ--まず -{-o没，｝）_ぷ山熱鸞

支所でもぷ格的｛＇てハイン ,J)優良系統の選抜を科学的巳印行して， ヒロt璽(Hii o), サラワク村，

常カイエン種及び台鳳 1号なとを発表されて現在筐至ってい古して，第 2久旦界大戦後合湾バイ、し）名

声かとみ応あがっ々のもこれらの優艮系統が一般筐培殖されたからてあり支ず

5 栽培の進歩

台湾の在来種は排水のよい緩傾鉗地の階段畑ーで，前述のような被蔭樹り）卜てヘクタール崎り J:i(日）（）

~ 25,000本(/)割合で槙えられているのてありま寸 Q ほとんと皆，小農の経営でずから管鬼面積も小さく，

放任して苓けば吸芽や塊茎芽でバイン圏が過密になるのを整理する程度／）柑話をして経営されていんの

であり支す。それか，バイン工場の濫立のため原料不足筐陥り，密槙となり，生産される果実か支ずま

す小さくなったのでありますく したがって在来種バインの栽焙は進歩ずるところか逆に漸次後退し支し

た3
ロ・～ピー

台病バイン栽培株式会社が大正 13年 (192•1) 肛創立されて，高雄外料詞州老碑（台地〉に 1,000 ヘクタ

ールの本格的なスムース・カイエンのパイン農場が閲設されたのてあります。ハワイ匹於ける日本人の

パイン栽培のベテランの岡崎仁平氏が主任となって，ハワイ式のバイン栽培を始めた({)てあ h,.生す，

最初はハワイ ireならって広い台地を完全忙裸地にして 1,000ヘクタールの大農場に. 2タIJ豆）千鳥祖

（列間 60.6cm_.株間 60.6虞畦間 152cm,Ha当 15,000本）に整然とスムース・カイエンが槙えられ，そ

の農場の開場式（大正14年7月）には来客は始めての大バイン遠！の壮観に感心させられたもりでこざい

ます。しかしその後台薦南部の夏季の豪雨にしばしば遭って表i:の流失も甚し〈，期侍したほと 0成果

が挙げられなかったのです。この栽植距離は大型のバイン缶の 2号缶（缶の直径 10.l 5C況，高さ 12.10

cm, 内容稔量 850lJ, 固形量 525'I) の大果 (1 トン当 600ぽ負円外，乎均 1.5 Kg) を主として生産する

ためのものであり注した。ところがその後ハワイでも台商でも需要が変って来て， 3号缶（缶の直仔

8. 65虚，高さ 1L36cm, 内容総重量 5679 , 固形昌 31¥0lJ) の中果 (1顆 1.1~1.2Kg) cう牛産が必要

となって来たので，スムーース・カイエンやサラワク種の印えかたも漸＜密植になって来たのてあります

それでハワイ 0実績を参考にして，殖産局では，昭和13年 (1938), 台中州，合南州，高雄州で大規校

の地方試竹菌を奨励実施した結果， Ha当り 3::l,000本 (2列植，畦巾 3.5尺 (106cm),列間 2尺(60.6 
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置〉，株閉上 2尺 (36.36CIIし）〕と， Ha当 36、000本［畦巾：j尺 (909cm),列間 2尺 (60。6cm), 株間 J_2尺

(36.36C叫〕〇密植去か収支採算上，最も有利てあることがわかり支したっ

ためりカバークロップ（被覆作物）については関係者忍いろいらと試み支

のカパ～一~ クロソプ紅は適当なものもあり支したか，バイン植物そ

ものか草本てあり，カパークロ／プと競合すること iこなって，結論としては理想的な応のはありませ

んさしだ。

1920年＼大．［し 9尋") ,,、ワイ農事試験場技師、ーエク、心卜氏匹よって研究開発されたマルチング・ペー

パー（黒色紙敷江;:¥lu l chi ng 『aper) はカプ］慟賃金の高い,---.7 1では，パイ／憶1の劃紀的な雑草防止

として，たち支ち全島 0バイン固忙活用された0であり定す 3 台湾でもこれを若千試みましたか，試

験結果，台給 Cは風雨か激しい 0て紙0耐久力が弱〈，粁費がかさむので実用価値はありませんでした。

そして合湾てはバイ>、函では，簡単な敷阜か最も効見的かつ経済的であると言う結論に逹し、支した。

地力l是持のため （Cは堆肥等の有機頁肥料は必要てあり祖したか，大農場ては補給が困難であるため，

放草［）腐積てま 11:あわせてしヽ走した。化学肥料としては，硫酸アごモニア，過燐酸石灰，硫酸加里か王

として用い 1:::,れ主した、，用菫は，渡辺［［ー氏Z)研究結果，ー株当り窒索 8g'燐酸 2g:'加里109 D化

学肥料を年 3~ ,1回に分げて株の周囲ご）地上に散布する方法か広く採円されました，
パインの1内虫被害 i'こもいろいろこざいましたが，防除で最も問題筐なった (I)は，スムース・カイエン

0覧周灼＼い Itてこざいました 3 これはバインの菓（り先嬬から萎凋して，ちちれ，下葉が赤黄色化して

下畢，枯死する厄介な病害です。その病徴の現われかたも緩急いらいるあり，その原因忙もいろいらあ

るようてした~｝そのため台読ばり謁界技術者間でも議論紛々てこさい祖した。この病徴の現われるのは，

パイン「直物の栄養が急減した時，圃場の過湿または迄乾の時，土壌線虫の被害ある場合ゃバインコナカ

イガうムゾ Pineapplemealy bug (J_)斉生による場合などであります。 1931年（昭和 6年）ハワイ

ての研究結果，直接原因はハイラスでなく l種の毒素であることが判明し，こと忙バインコナカイガラ

ムンを防除すれは，ほとんどこの病害を防止し得ることがわかったのであります。台湾ても吉原実，渡

辺止ー氏等の実験結果，パインを新末直する際に，バイン苗をマラソン剤またはパラチオン剤の 5,000倍液

に ;3~ 5分間浸漬してコナカイガラム、ンを完全に殺虫しておけば萎周病をほとんど予防し得ることと，
バイン園乃蟻を駆除すること(([より萎凋病の病毒を伝播する媒介昆虫 (Vector)のパインコナカイガラ

ムジの伝播を防止することがで含るようになったのでありますのサラワク種はスムース・カイエン種ょ

り，この萎凋病に対してはいくらか強かったのです。いずれ忙しましても，この防除対策の確立した姦

蔭で，バインの栽培はよほど安定したのであります。

これを要するに，台薦に於けるスムース・カイエンとサラワク種パインの栽培は，優良系種苗・ 密植

(Ha当 34,000~36,000本），早期敷草励行，廂肥量の増加 (1株当，窒素 8g'燐酸 2g:' 加里10fl') 

病虫害防除の成功等の総合的な推進によりまして収穫果実の品質も収量 (Ha当 80トン以上）も向上し

て来たのであります。そしてバイン業界の動きも活発となって参りました。それがため南部に於いて総

合農業試験を司っている嘉義農業試験支所のバインの試験研究だけでは，業界の進歩のテンポにあわな

くなりました。そこで台湾合同バイン株式会社が建設費 (20万円）と鳳山のバイン適地 50Ha, の寄附

によって，パインを専門に研究する鳳山熱喘園芸試験支所（支所長農博江口庸雄氏）が昭和 12年 (1937)

に設立されたのでありす。そして台湾独自の本格的なバイン栽培の試験研究がスタートしたのでありま

す。そして数年ならずして早くもパインの優良系統の選出などにも成功したのでありますか，世界の情

勢は悲化して，わが国は非常時体制から第 2次世界大戦に突人したのてあります。台湾のバイ／産業も

大打撃を受けたのであります。しかし戦後の台湾のバイン産茉の復興は最も早かったのですか，これに

は戦後(/)中村徳松氏（几合同バイ 1/' 工場渕係）と渡辺正一氏（バイン園関係）の指導と，戦前忙江口

氏等の指導された台絡人の後継の技術陣の活躍と国民政府の積像的奨励によって，日本時代より生産と

輸出かはるか肛進んたのであり支して， これは特筆匹値することと存じます。

4 缶詰事業の発展

明冶31年の合湾パイン缶詰事業の創業から十数年間は経営の苦しい低迷時代であり主したが，この間

-36-~ 



に将来の発展の基盤か静かに築かれていたものと存じます．、日本の缶詰業界が台湾バインの有望を見越

して入止11年に高雄市三鬼暦に新式のサニクリー缶の工場（台湾製缶株式会社）を作ったのでありま

ず0 今迄は各工場でまち夜ちのサイズの缶を使っていたのですが，製缶芸社の新設忙よって台湾のペイ

缶も統一されて一段と進歩したわけてす。すぐこの工場は東洋製缶株式会社の[場になりさした。東洋

製缶の社長は高崎達之助氏でありまして，大変先見の明あるえらい方てした＾ハワイからバイノ苗を入

れたり，ハワイの中級のバイン缶詰工場の機械ー式を勧雄1疋導人斡旋されました 3 また後年，合湾に続

出した多数の群小のバイン会社を一つの台湾合同バイン缶詰会社肛統合された時（昭和10年 1935) の

立役者でありました。大正末期化はベイン会社が急匹増加して参りましたので，業界の統制が必要とな

り，法人組織の合麓鳳梨缶詰同業組合か粕成され主した。組合長は高雄州の知事さんでしたが，副組合

長は私の父（桜井芳之助）でありまして約10年間ほど業務をとっており支した。昭和 2年11月からはパ

イン缶詰の国家検査か行われるようになり，輸出港の基隆と高雄に鳳梨缶詰検査所が設けられてから，

台湾バイン缶詰も一段と向上しかつ商品価値が安定し注した。バイノ工場も急に増加して，昭和 5年

(19 30) vc は実~て:soを数えるに至りました。とこるか増反されて行った外国種のバイン農場はバイン萎

凋病の恐怖て戚る傾向が出て来夜した c そこへ第 1次世界大戦後の世界的大恐慌（昭和 4~8年 1929

~33)かやって来たのであります。パイン缶詰ももちろん価格は大媒落となり，そのためパイン缶詰共

同販売会社もでぎ祖したか大した効果は無かったようです。台湾総瞥府当島もあらゆる補助政策をとり

ましたが，結諭として過小工場の整理が必袈となって参りました。そこで前述の高崎達之助氏等の出馬

となって昭和 10年 (1935)に総ての会社工場を合併して台薦パイン合同株式会社が設立されたのてあり

ます。その時の殖産局長は中瀬拙夫氏でありました。その頃化はパイン萎凋病の防除対策忙も成功し，

台湾南部のバイン主産地と，これに匹敵し得る大適地か合覇中部の高台地紅得られるようになって，台

湾のバイン産業もいよいよ発展するようになりました，そしてパイン産業の健実な発展には徹底した試

験研究が必妾てあるところから前述の通り， 50Haのパイン圏場をもった鳳山熱帯園芸試験支所か設立

されたのは昭和 12年 (1937)であります。以上のようにパイン産業に喝してすへてのお膳立てか出来た

時から，日本は非常時となり第 2次世界大戦に入って行ったのでござい夜す。

大戦後，急忙勃興しました琉球のパイン産業は戦前。戦後紅かけて台湾との閑係かございますのて，

この機会紅お話し申し上げて苓きます

5 琉球パインアップル産業

沖縄へのバイン槌物の渡来経路は，はっきりしませんか，すで（疋明治21年 (1888)頃にはあったよう

でず。私か調べたところては台湾在来種の有刺紅皮種と黄皮種が土着化しておりました。外国種として

は昭和 5年 (1930)に八重山支庁（石坦島）が台湾からスムース・カイエン種の苗 600本を入れたのが

最初のようてす。それが同島の名蔵で栽培されましたが，成果があ祖りなかったのてあり注す。昭和10

年 (1935)台湾の新1日，大小の00;jうまりの諸会仕工場が台麓合同鳳梨株式会社に統合され支した際，そ

れをいさぎよしとせす唯一人の台中州大甲のパイン工場主林発氏がアウトサイダーとなり，スムース・

カイエンのパイン苗を相当もって石垣へ来島し，同島の有力者と大同殖産株ェし会社（現在流球殖産株式

会社）をつくったのてありまず。そして小規模のバイン園から始めようとしたのてすが，バイン苗か植

物検査を受けてなかったので消毒，焼却のう含めにあったりしました。その後苦労して漸く増旭に成功

し，缶詰も 500函ほどでき，バインの植付面積も 40ヘククール Vこなった時に第 2次世界大戦の終りとな

りました。それまで台薦や南洋各地で活躍していた沖縄の人々か一斉に帰国して来たので，バイン畑も

これら帰国者の甘倍ゃ食糧作物作りのためすべて割愛されて，その代替地として奥地の半、ジャングルの

丘陵地一体かわりあてられたのであり祖す。かくして御破算でパイン園を旧拓して行ったのであります。

結果的忙はこれが成功したのであります。この排水のよい丘陵地帯がバインの植生忙ピ、ノタリよくあい，

以前の排水の悪かった平地のパイン固よりは段違いの良い結果を見るに至ったのてあり祖ず、）たち注ち

今迄ほとんど顧られなかった半ジャングルの石坦島の丘陵地帯かバインの最好遥地となり数年のうもに

バインブーム紅人りました。戦後は琉球パイン缶詰はもちろん日本の国産品てすから内地移入は無税て

あり夜すか，台湾その他の外国産パイ缶にはわが国へ，輸入に当っては，差益金（最高 63.7%, 最低3(J
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％）と関杭25%か課せられるのて琉球バイン産茉は俄然有望となり，砂糖につぐ大産業vこなったのであ

り注す 最近は喝税だけて55% (邸72円）となって依然有利であります。
クニガミ トウバ）し

沖籠本島北部0国頭嵐山の当加の高台地（標高約 200m) の石ころの多い赤褐色のやぜ地（国頭マー

チ）を八々じ）合笑を缶ひながら］［々と甘甘拓して 1952年（昭和 27年）に立派なスムース心カイエンのパ

イン園（！、こしたのは台湾引揚げ /J)玉井虎次郎氏てありまして，琉球本島のパイン産業の功労者であり克す。

今迄はとんど利用圃値の認められなかったこのような高台地がその後どしどし関拓芯れて全日の坑球小

島ロバ 11/産業む基礎となったのであり立す。この七壌は成性であり，石礫が多いので排水もよく，バ

イ、/f『物忙好適し，靡合地てあるため反期の最高気温か平地よりやや1氏いので重盛果期の夏果の品質に

好い影響を与えているのであります

流昧 o)パイン栽培で待異な点は，台風常習地に最も適応したパインの密梢法を島の人々の知恵で創意

［大されたことでありまず。普追スムース・カイエンは 2列悧であり夜すが，ここでは数列から10列槙

の密植紅なっているのであり注ず'これは全諸島に励行されてい走す。密棺VCよりバインの葉があヽ互い

筐重なりからみ合っているため， どんな強い台風でも葉(/(はすり偽ができても株が倒伏し祖せん。

坑球の主作物りサトウキピもどんな猛烈な台風にあってら，地侭一這うよう忙倒されて，折れることが

少ないし）で，砂糖D歩留りは減っても収穫皆無に陥ることはありません。台風に強いサトウキビに次い

でバイン作吻か，第 2久世界人戦を契磯としてこの島紅固定したことは悦ひにたえません。今後はパイ

ン果実の晶呉向上を大いに期侍したいものと存じます。

日本時代の白誇のパイ缶製造鼠が年間ロ―万函 (3号缶 3ダース入換算）を超えるようしてなるには34年

間もかかりましたか，戦後琉球のパイン缶詰産莱におきましては，わずか10年間で百万面を突破してい

るのでございます。時勢の影響もござい注すが，まこと紅栽培技術と機械化の進歩は時代ととも忙スピ

ードアップされるものでこざいます。

以上のパインの話のしめくくりとして別表（第24衣，第25表）を添えきした。
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第24表 台湾バインアソプル産業発達沿革 ＊＊ 

年度 栽培関係記學 パイ 1/缶語閲係記巾

1 函

3 5 1902 2 

3 6 1903 

3 7 1904 

3 8 
19051 

3 

3 9 1906 

4 0 1907 ! 8()() i i 800 

4 1 1908 

4 2 1909 

4 3 1910 I I 979 I 979 I I 
3 

5,502 

4 4 1911 875 875 大槻某ハワイ種を花蓮港に 9,956 
試作したが，管理放任のた
め不成功。

大正1 1912 
865 ！ 

896051 1 I殖産厨付属土林園芸試験場 II I 
18,815 

2 1913 901 32,487 
にて外国種バイン十数品種
を試作開始したが，冬期ゃ
や冷温のため結果不良。

3 I I 1914 I 
881 I 

8s6s1 1 I I 野々村国臣沢ルネオよりサ I
24,780 

4 1915 861 19,636 
ラワク種を輸入し，嘉義碑
仔頭にて試作して大成功を
納めた。

5 11916 904 904 26,741 

6 1917 941 941 7 23,301I パイン缶詰工場漸〈各地に
増設の気連起こる。

7 1918 889 889 26,992 

8 1919 975 975 嘉義農業試験支所侭てバイ 32,855 
ン栽培試験開始。
成績漸く挙がる。

， 1920 885 885 31,851 

l 0 1921 1,209 1,209 46,431 

1 1 1922 1,236 1, 公双う 57,166 

12,1923 1,691 1,691 84,776 

1 3 1924 l,895 1,895 合湾パイン栽培会社岡悶仁 132 126 バイン缶詰事業急昇し始め
乎•ハワイ式のパイン園千へ る。
ククールを高雄州老碑にて
経営。

1 4 I 192s I 2.1ss I 2,1s5 I高雄州鳳山郡九曲宜に殖産 I 197,097 
局パイン種苗養成所新設。
技帥桜井芳次郎ポルネオよ
りサラワク種を技師小笠原
念亮ハワイよりスムース・
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＇ l I *栽培面積 (ha) 缶詰 ＊ 一年度 西暦一. II 栽培関係記事 缶詰製造焉 バイン缶詰関係記事
在来種外国種合計 会社数 (1函20.4~)

カイ増エ殖ン種配の布種閲苗始を。多量輸
入，

昭和
1 l;J2ti 2,300 2,300 2 6 221,594 

2 1927 2,865 2 8li5 296,021 鳳台湾鳳梨缶詰同業組合設立。
梨外缶詰検査施行。
内 食品株設式会社裔雄に新
式工場新 。

3 1928 2,874 202 3,076 民間会社も競ってハワイよ 368,188 
り種苗を輸入したが，中に
は不艮系統の苗も多く輸人
された。

4 1920 3,:no 448 3,s1s 580,018 

517,317 
局バイン種苗養成所増設さ
れる。

6 1931 3,982 1,152 5,134 849,975 

7 1932•i,397 1,603 6,000 946,990 

8 1933 5,028),598 6,626 1,151,778 

， 1934 5,224 1,667 6,891 技師渡辺正ーによりパイン 1,066,419 
萎凋病防除対策成功。

l 0 1935 5,415 1,661 7,076 l 1,191,260 全島の多数のパイン会社を

合社併創して台湾合阿鳳梨株式
会 設される。

l 1 1936 6,134 1,83.5 7,969 1,ll0,489 合併より脱しンた新林発は琉球
石垣島にパイ 工場を新
設。

l 2 1937 6,893 1,975 8,868 高雄州鳳山熱愕園芸試験支 1,220,574 

所新試設験，本格的バインに関
する 研究開始。

l 3 1038 7,390 2,514 9,904 1,674,287 台薦総督府はパインの輸出
に積極的な奨励を行う。

1 4 1939 12,558 1,390,489 

1 5 1940 11,887 1,614,374 漸次国際事清悪化して非常
時体勢に入る。

1 6 1941 11,415 1,308,098 

1 7 1942 10,829 1,289,513 

1 8 1943 205,863 

1 9 1944 81,136 

2 0 1945 22,499 終戦。

＊ 渡辺正一：バインアノプルの栽培と加工（昭和36年）

＊＊ 桜井芳次郎：台湾のバインアノプル缶詰事業の創業（熱詈園芸Vol.6 A-ii.3昭和11年 9月）．本島に於ける鳳梨優良外国

種栽培に就て。台湾農事報19(6)大正14年 6月。
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第2り表 バインアップル缶詰製造高

（単位 LOOO函
¥ 1函=45lbs=20.4K9= 3号缶 3

年：~別 台湾

明治 18 l 8 8 5 

明治 25 l 8 9 2 製造開始

明治 34 1 9 0 l 製造開始

明治 38 l 9 0 5 4 5 

明治 43 1 9 1 0 6 4 6 5 6 2 8 

大正 4 1 9 1 5 2 0 2, 6 7 0 1,0 4 3 

大正 9 1 9 2 0 3 2 5, 9 8 7 4 1 4 I I 
大正 14 l 9 2 5 1 9 7 8, 7 2 9 1, 7 2 8 

昭和 5 1 9 3 0 5 1 7 1 2, 6 7 2 2,3 1 8 

昭和 10 I 9 3 5 1, 1 9 1 1 0, 6 3 7 2, 3 5 9 1941年昭和]6年
5 0 0函

昭和 l5 1 9 4 0 1, 6 1 4 9, 3 0 9 3, 0 0 0 195咋・ 昭和2磁F

3千函

昭和 20 1 9 4 5 2 2 9, 0 5 0 1957年昭和3涼三
（終戦） 6 8 

昭和 25 1 9 5 0 1 1 4 l 4, 3 7 7 6 8 0 1961年昭和36年
7 6 4 

昭和 30 1 9 5 5 1, 1 4 3 l 4, 5 5 4 1954年 196咋昭和37年
1, l O 0 7 6 5 

昭和 35 1 9 6 0 2, 2 6 6 1 4, 7 6 4 1963年昭和38&平
1, 1 6 5 

昭和 40 1 9 6 5 8, 0 6 9 1964年昭和3碑三
1, 1 3 1 
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IIIバナナ

バナナ産業の初期

台厄ハナナか相当主と定って定期的 [C日本内地へ移入され如支ったりは大正の初期てふりまず,, fり］冶

中期かし唆期筐は主た小笠原島からバナナが全房のまま，大区左通篭（かよい篭）［こ人』しられて東京

〇市場侭：来てい支した 支たその頃仰は時々，米国の貨各船が横浜［こつ〈と少量のハワ，［産のパナナも

入っていたことを閣いてぶり祖す 0

明冶40年代包は，合北ゃ基降でできたバナナ全，内地行きの定期船紅，少量D ものを吝室打ぎのボー

イさん応船中俣管をたのんで神戸で陸揚げされて｝京阪神の青果間岸に届けられていました，問屋では

そ＿〗）退熟加工法がこまだわからなかったのでいらいと工夫苦労されたのであ B ます。ここで簡単に昔から
ウン'

いっている合湾在来のバナナ退熟法（一f打弯語醒）を申しじげておぎ麦ず"深さ lメートルぐらいの大

ぎな甕（かめ）筐青いパナ j小房を一杯きっしりつめ込んで，底の中央に太い台湾線香を数本加火をつ

げて立ててから急、いで蓋を，厚い布地をはさんで密閉して，なるへ（空気のもれぬよう忙しまナc その

麦支 iこしておけば夏では 3~ 4日，冬ては 6~7日間で中の硬｀＇、ヽハナナを指で押してみてちよっと柔か

〈感したら取り出して床か棚 (1こ静履して翡けば，後はどしどし青い皮が黄色になり香りも出て来るので

[iJ販に出すのてございます。甕の蓋を密閉してから蓋をあける迄の日数・時間は経験筐よってきめるた

けーベあり克して，その中間で，テストのため蓋をあけて見ることは，絶対タプーであり支す。あけてみ

てバサナが史た硬くて急忙蓋を閉めて忍それは失敗であり生して，そのあと何日もかかって漸〈追熟し

て来ますか，その時はバナナはすでに柔かくなり過ぎて商品fこならないのであります。線香に火を_)け

て底に静鷹しても蓋をすぐするのですからこくわずか燃えるたけて中で消えているものです。線香をつ

ける(!)は，青いパナナが早く熟すようにと祈る迷信、りためであると言われていたのでありーまず。そこで

私は甕の底に線香紅点火すると共忙自記温度計を入がて何回も 2年間ぼど調査致しまして，その理論を

解明致し主した。（桜井芳次郎：台薦在来の甕筐よるハナナ追熟法筐闇ずる研究り台湾総督府中央研究所農

，大正15年 9月）。要するに線香の点火によって未熟バナナの充満した甕の中の湿度かご〈わ

ずか 1~2℃上昇するのでず。この微熱が澱粉で充実した未熟ハナナ筐浸透してバナナの自己 熱が起こり，

ご）い爬甕の中の温度は30℃を越すほどの高温忙なって肯い硬いパナナの 軟化が起こるのであります。

［い「内地ては青物間屋の店先きの床―卜匹あるムロ（地下宰）の中で，篭人り v)合湾バナナを蓋たけは

ずLて棚にひっしりならべ，床_L匹炭団（たどん〉に息火して急、いて室を密閉して追熟を促進する力法

か案出普及されたのであり支ず。それから炭団（たとん）の代わり 1疋ガス熱も用いられるようになりま

した勺そしてハナナが醸酵して軟化し始めた頃，室を開放して，新鮮な空気しこ入れ換えてから，急激な

翌酵による軟化を押さえるため，大ぎな永塊を直妥バナナの上にのせて，溶けた冷水のしたたりで全室内

のパナナを 1令やして酸酵を緩慢忙してやるのです。そのうちに果皮の色も黄色に変化して商品になる (j_)

てこざい注す 3 この炭団（たどん）による追熟法の初歩時代に，小僧さんが地下室にバナナを調ぺにお

りて行ってガス中毒で夕しなれた例は-, 二では無かったのでござい注した。氷水で退熟進行中のバナナ

を怠冷する技術は日本独特でありまして，台湾ハナナの風味か一段と向上したのてあり夜ず それでわ

れわれ台誇でたぺるバナナより，内地の門司でたべるバナナの力か色付きも味も良かったのでござい支

ず。しかし戦後，退熟加工法が電熱式で機械化して来ているので台湾バナナの風味も大分洛ちて来てい

るようてございます。

明治の末期忙台湾の縦貫鉄道の中部の山手の難工事が完成ずると，台北より冬期犀度の高い台中方面

かバナナがよ〈出来るので内地移出用のバナナの中心は台中 1疋なり査した。バナナの取引きも内地人の

バナナプローカーか増えて参りました＂梅谷梅吉氏や私の父（松井芳之助）もその仲間でございました。

取引様式も買付けや委託等いろいろでしたが， とにかく内地人の仲買人の急檄な買付け増加が，生産者

側い合湾農家＼を剌檄して，台中斤下のバナ）ーはプームになり，立派な水田侭深い排水溝を堀り，畦を

高くして本格的にバナナか栽培されるようになり，見事なものか生産され支した 3 満桝Iから来た大きな

大＼—｝粕 (20邸？）の半分を一株に肥料として施した篤農家もあり支した。生産者からのバナナの買付け
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値段も，日応より，人によってまち支ちであり，かつ内台の業者間しつ取引巻も明朗でなかったのて，当

局（殖産局商上課）の指導で，台中庁移出責果同業糾合が大止 4年 (1915)fて結成され，仲買人は無く

なってバナナ生産者中心り移出組合が始めて台湾忙てきたのてごさい主す。私の父もその第 2回目の副

組合長を 1期つとめ主した3 か〈して台湾バナナ産菜も漸く発展の軌道vcの、った訳でござい注すへ

2 青果移出組合事業の発

台湾中部＂っハナナ栽培に刺激され［南部ても生産が増加して参り注した，，そして台中より 8年遅

大正12年忙台南移出肯果同業組合が，人正13年に高雄移出青果吋業組合かでぎたのであります。それで

一応バナブの主産地が揃った(/)で大」El1年に白湾青果同業組合連合会か結成されて，その本部は合中筐

置かれました 0 各組合には多くの検査所が設けられ夜して，バナナの品等検査が外嵌、熟度，整形程度

等により特， l , 2 , ~l 等と格外品の 5 階級に厳選され，病虫害果 iても充分注意され主したのて，日本

内池への移入忙除しては植物検査は台湾側の慎重なる出荷によりほとんどフリーバスでござい祖した。

（削述植物検査の項参照）

バナナの容器の竹篭（原料剌竹）も本産業の発達に非常忙貞献しているも 0でごさい祖す いるいら

失敗，経験の結果，案出されたも Q)"です。篭の上部但径53頃，底直t£45Cm, 高さ 50虚，蓋の直径60虚，

45Kg. 3 6 ('.'. ~ 3 K6/のおまけの上積みがある），縄は 6カ掛けとなってい祖す。
台中産のバナナは汽車て基隆港加送られて，内台間の定期船で 4~ 5日間で輸送され主した。高雄産
のバナナは高雄港の築港か完成してからは，台湾の南端ガラ／ビを経て，太乎洋に出て北ヒする患湖忙

のって，横浜(iこ直打して東息市場に連ばれるよう［こなりました。そのためパナナの販路は拡大して北洵

道やカラフトに迄合湾バナナが進出しました。昭和l2年には 360万篭のハナナか内地に移出されました勺

この数量は日本時代の最高でこざい走した。この年の 1人当りの年間バナナ消費量は 2K9に逹しましだ3

（昭和42年は倍増の 4K<; であります。）昭和12年頃迄は，台湾のバナナを内地の各大市場忙組合連合会

で送りつけていましたが，各大市場ではそれぞれ自由勝手［こせりで相場をきめていたのでこざいます、、

昭和13年には台病青果株式会社（本社台中）ができて，台湾バナナの販売（輸移出とも）を行うことしこ

なりましたく，それで台鷲青果会社が各大市場でせりを行うよう（疋なりました。当時としては，たた 1種

のくだものについて，大量生産，共同出荷（但し生産地銘柄別），自主敗売と一貫して，整然と運営され

た呆実販売組織は日本としても珍らしい存在だったと思います。それから注もなく日本が非常時体制に

人り大戦争となり支したので，容積の大きい生のバナナの輸送は不可能となり，わずか忙乾燥パナナと

して内地紅移出され注したc 終戦直後は台湾バナナは米国進駐軍用に当てられ，その後もしはらく輸人

権を軍か賑っていたのであり支す。その輸入権を毎年人札で分割されること忙なり，入札には証拠金

(100万円） を積めば誰でも参加できることになりました。それ以来，戦前からのバナナ業社も，バナ

ナ匹閲係の無かった総合商社も，さら忙電詰 1本だけをもった小事務室の小会社恣，台麓バナナの輸入

権獲得に乱舞することになりました3 戦前迄は無税移出であった台湾バナナも輸入品となってからは恥

率の輸人祝 100% (輸人差益金80%+関税20%)か課せられて，大衆向きの台湾ハナナも一躍高級果実

になった訳でこざいます。この輸入権獲得で業界は乱脈化し，いるいろと話題を提供しましたが，昭和

42年，日本バプナ輸入組合が成立して，白湾パナナの輸入たけは一応安定する忙至りました。現在は輸

入閲税も 65%Vこなりましたが，さらしこ引き―卜けられねばならぬものと存じ克す。

5 バナナの栽培

A 北蕉と萎縮病 仙人種の出現

台薦バナナの学名はMusa nana Lour. f. Robusta であり，中国名は香蕉，台薦名は芦蕉，北蕉，

または在来種でありますか，その変種てある仙人種も含祖れています，、

大正初期頃迄は，目Pl述のように集約農業を誇る台中庁（後屈州）の員林ゃ二八水（後に二水）の水田

てバナナが小由積に集約的に栽培生産されてい｀ましたか，いよいよ本格的に増産する必要匹せ注られて

参り支した。とこるか水田ては合誇農茉の本命の蓬莱米と甘］年（さとうきび）の増産奨励と衝突ずる羽

目に陥りました。そして台中庁下を通る縦貫鉄道の各駅と，その沿線の山地部落間に軽使鉄道がでぎ物
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資の輸送が大変便利になって来たので，大正初期以降，台中庁下のバナナ主産地は広大なるバナナ適地

のある山地に移行する情勢になり走した。ところが広大なる山地は台麓総督府の官有地であり，その筏

とんどが政府専売の樟脳の原料木の樟の官行造林地圏内でありましたこ』そこて農民達の希望もあったの

で，樟の幼樹の造林地の間作にバナナを許可せざるを得ないことになり，大斤 4年から許可されたのて

ずか｝たちまちバナナ山胚変わり，さら忙造林予定地侭迄ベナナか新梢されるようになりました。この

パナナプーム屈次のようなエビソートがあったことを間いて翡り夜ず。農民か官有地を蕪断開墾してバ

ナナを手早く植えてしまって，発見されて処罰され，その闘金を納付して受取った領収証が，後日その

土地の緑故者となる証拠となって，勧業当局のバナナ奨励化より土地が貸下げられてバナナ園を経営す

ることもあったのです。それvcは造林も地方産業の奨励も役所の仕事で矛盾があった訳です。樟樹林の
バナナ間作地ては，数年もたたない間に厄とんどが完全なバナナ山忙なってしまいました。以上のよう

に合中の山地でバナナが大変な勢で増殖栽培されるようになって，バナナ萎縮病が急に大問題となって

来たのであります 0 本病は水田乎地のバナナにも多少はありましたが，堆肥なとの有機質肥料を多く施

せば大した事侭はならぬと言われていました。（小笠原島の三尺バナナも明治末期に萎縮病のため全滅に

瀕した時の対策は，これと同様に堆肥補給説であったことを文献で承知致しており注す。）病源は全く

あいまいなものでした。けんに，日本時代の最終時に発行された台麓農業研究の決定版である台湾農家

使菟（改定増補第 6版，昭和19年台湾総督府農業試験所編 ，編集主任・桜井芳次郎 総員数 2,426

にもハナナ萎縮病 Bunchy top の病源としては，次のよう忙記載されているのです。 「本病は過湿過

乾，土壌有機質の欠亡，肥料不適当等によって起こるもののようである。」そして防除法の第 1に抵抗

性強ぎ仙人種を栽培すゐことが記されているのでございます。実にこの仙人種が台中庁下の山地バナナ

の大発展の基礎になったのであります。話はすこしさかのぼりますが，明治32~3年 (1899~1900)

頃はまだ日本内地にも台湾バナナの販路が確立していなかった頃でありまして，バナナはどこの露店で

も少しぐらい売られていた程度てした。その頃に，台中庁の山奥の烏牛欄坑の農民林伝とその親戚のも

のが，藪の中で半野性化していたバナナ苗を数本採って来て自宅の畑匹植えておいたのてあります。こ

の 2人のパナナが有名になったのは，当時一般の農民が植えていた在来種（北焦）が萎縮病にかかり弱

っている時，林伝のパナナだけが健全であり，それから出た吸芽がますます丈夫に育っていたのでいく

らか評判忙なっていたのであります。これが優良種と決定的忙認められたのは，大正元年（明治45年

1912) に前後 3回の台風かあって，台風の後のバナナ園tこは萎縮病が続発して，この地方一帯の在来

種（北蕉）がほとんど全滅忙瀕したのでしたが，林伝のバナナI素］だけはその年末Iては立派忙育っていた

ので，その近所の者が苗を林伝より貰って植えて見ると萎縮病が起こらぬことが確められたのでありま

す。それからこのバナナを好蕉，不狂種とか回魂蕉とも呼ばれましたが，誰がいうともなしに仙人が呉

れたものだと言うので，仙人種の名称が普及するに至り祖した。この仙人種の出現によって，後日台中

庁卜の山地バナナは数千ヘクタールにわたって，萎縮病の心配もなく盛大に栽培されたのであります。

（頼衷祥：芭焦栽培界の福音免疫性の芭蕉発見さる。台薦農事報，大正 6年11月号）これはあ苔らかに

北蕉（在来種）から出た偶然変異でありまして，台喬を除いては東南アジアのどこ侭もない萎縮病免疫

の新変種でござい走す。果実については北魚と仙人種の区別ははとんどつき充せんが，葉の形状が違う

のて鑑別は容易であります。すなわち葉形比（葉身の長さ／葉身の幅）が北蕉は 2.3 ~ 2. 5, 仙人種は
2. 7 ~ 2. 8で，仙人種の葉の方がいくらか北蕉より細長いのであります。仙人種は萎縮病に免疫性をも
ってい支すか，新檀してから開花収穫完了までの成長が北化（在来種）より 2~ 3カ月遅い欠点をもっ
ているので，乎地水田での集約栽培には従来追り北蕉が採用されているのであります。〔桜井芳次郎執

箪：高雄州青果同釆組合芭焦栽培指導園報告：ハナナ北仕種及仙人種の鑑別に肉する調査研究（台湾農

事報第 324号，昭和 8年ll月，台湾農事報第 344号，昭和10年 7月）〕 さて以上のようにバナナ萎縮病

の病源に関して台湾では，終戦まであいまいでございましたが，これというのも，早くから免疫性の品

種（仙人種）が出現していたので，病理専門家の調査研究の無かったことは合定できませんでした。と

ころか実は本病源についてはとっくに 1927年（昭和 2年）にオーストラリアで研究されていたのでこざ

います。 (Magee, C.J .P.1927. Investigation on the Bunchy Top dise,se of the banana. Com:n, 

Austr . Bull. Uount. sci. i,xl. Res. 30, pp. 64) 病源はバイラスでありまして，樅病植物を通して後継
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苗に伝播ずるものと，唯一の媒介昆虫V Pentaronia nigron:c:rvosa Coz, バショウノアブラムゾであるこ

とが発表されていて，フィリピンでもこれを文祉していたことが悛日ず）かった次第てず C 前記合欝農家

便覧のバナナの害虫の項忙もこのバンョウノアプラムジの記載はありますか，萎縮病の病毒を伝播させ

ることは書かれてい主せん。大戦後は台紡ては農薬の発達で，アブラムンが比較的よ〈防除されている

ので，萎縮病は大して間題紅なっていないようです。

B バショウゾウムジ 芭蕉家（鼻〕虫

これは幼虫の岨か，地中忙あるバナナの球茎を食い荒らす］豆介左害虫てあり克す。英名しェ Hanan、i

Corm Borerまたは BananaCorm Weevil , 学名は Cosmopoli tes sordidus Gennar であり定す。大止

初期にすで 1尼台北一帯で被害が現われていました。皮肉屈も被害の中心地か台湾稔督）付殖産局付属士林

園芸試験場であったのでござい支す。その頃台湾ではもちろん東南アゾ了熱帯諸国でも植物検査制度が

敷かれていなかった時↑＼てあったので，台湾総督府の農菜関係の先輩IZ)かた逹か，熱帝各国'.:)調査

に際していろいろな種苗を台湾へ導入されまして，士林菌芸試験場へ忠多数uっハナナ品柾の苗か集めら

れましたが，その時に象鼻虫も一緒に入ったのでござい注す。ところが当時莉進の昆虫裏門の技術名(/)

徹底的駆除の提言を老技師連が無視して時機を失したため，たちまち台北「『一円に伝播してしまったと

言うことを，後日私は承ってぶります。そこで大正 5年 (1s:rn)re台北）一、『令を以て尚 3年間，士林を中

心にした特定地域内のハナナ栽培が禁止されたのてあります。被害株の持主 1ては補償金を与え，被害株

を地中深くに投入して，二硫化炭素で処理埋没されるなどして大騒ぎを演したのであります。そして 3

年後，被害の中心地は一応制圧されたので技術者側は，本害虫の逸脱を翡それて禁止区域の外側周辺の

地域のバナナ栽培をさらに 3年間禁止することを提案しましたか，行政官側の民情イヽ穏論か勝ってハナ

ナ栽培は解禁になりましたので，それ以来ついに根絶することができなくなりましたゎ世界弟二次大戦

が終了してから，突如として台中のバナナ湮l忙，この球茎象鼻虫と異なった骰茎象鼻虫Banana St em 

Borer (Weevil) , 学名 OdoiporusLongicollis Oliv. か発生して，一時は大生産地の合中（うバナナ業界

衝撃を与えたのであります。これは終戦後，対岸大陸から何かのチャンスで侵人したのではないかと相

像致します。終戦前に私は魔門や海南島てこの小型象鼻虫（体長20謳）の被害を目撃してぶりました。

この幼虫はバナナの地上部の幹（仮茎）を食い荒らし，その成虫は夜間飛行する習性があるので，前者

より伝播速度も速く被害か激しいのであります。幸に戦後は農薬の発達忙より吐して，デルドリン水和

剤（地特 ）やエンドリン（安特壼）等の有機燐剤で比較的簡単に殺虫されていますので，現在では大

被害は無いようであります。［（素木得ー：バナナの一新害虫，台薦農事報大正 2年 (1913)4月号）長

崎常：台北庁芭焦象鼻虫の駆除予防法忙就て，台湾農事報大正 7年 (19l!S) 12月号。貞穀紳：台誇之香

蕉仮茎象鼻虫，台湾省立農学院農林学報 4 : 8 (1955)〕

C 山地バナナと水田バナナ

日本内地へのバナナの移出量の増加に伴うて南部すなわち台南及び高雄へもバナナ栽培が普及して行

ったのは当然でした。そして南部でも初期には，台中と同様に山地でバナナ栽培が試みられましたが皆

失敗に終り，自然に平坦地の畑や水田で栽培か行われるようになりました。台醗南部の山地ては 10月か

ら翌年 4月頃迄が乾燥期のため，バナナの成育伸長が緩慢となり， したがって収量も少ないのであり支

す。ところが台中の山地は，背後にある中央山脈の高山の直接影響を受けて，乾燥期間中でも午后から

は必ず一帯が暴天になるのであります。私達は台中の山は午后から大井か張ると申しておりました。し

たがってバナナの大きな葉が萎凋せず，成育も願調のため良果か得られるのであります。結局台湾のバ

ナナは日本時代にはずっと台中の山地バナナ50%と，南部の水田乎地バナナ !xl%紅よって，年中供給さ

れていたのでこざいます。裔温地の南部の水田平地バナナは春から臭に，ゃゃ低湿地の台中の山地バナ

ナが夏から冬へかけて出荷されていました。南部水田の夏バナナは雨期のため水分が多く，輸送加工上

事成品が続出するので夏ー秋期は組合として正式に出荷を停止していたのであります（）その代わり高雄

のバナナは，日本内地市場で果物類の端境期の 4~6月のバナナ市価最高の頃に東京方面に最も主力を

つくして出荷すべく集約的な季節栽培が励行されたものでございます。ここで山地バナナと水田乎地バ

ナナの差違について簡単に説明しておきましょう。外観上，山地産の全房は，平地産より概して小さい

のでありまして次の比較調査例がそれをよく示しています。
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第 26衣 台中州（山地〉と高雄州（水田乎地）産ハナナ全房の形状比較＊
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＊桜井芳久郎：台中及高雄州の両凸評会のハナナ全房の比較．熱荀園芸第 4巻第 1号

（昭和9年 1934年 1月）

全房重最の差違は，気漏，土湿．，地味，肥培管理の程度等か原因しているのでありーます。ただ外観上

ゞ＇）全房の形状から見ますと，山地産は，乎地産よりやや小さく，倒円錐形であり，平地産はやや円筒形

に近いのであります。全房の長さは山地産が乎地産より知かいのは，開花直後に下部の果段の肥大充実

を計るため幼果段を切り縮めるのでありきして，山地産バナナ全房の果段数は 5段ぐらいから 7~8段

止りであり主す。平地産は 8段ぐらいから 11段ほど迄が普通であり祖す。要するに南部乎地バナナは気

温か高いのと土湿が多いためバナナ全体の肥大伸長が山地よりやや大きく，各果段の節間と各果指の密

集度かいくらか広いのであります。逆紅山地バナナ全房が全体として引きしまっているのでこざいま

す。以上のような両地間のハナナ果形の差違があることは，全島同一規格の容器（竹篭）に同一菫 (45

K<,;36) のハナナ青果を包装荷造する上にある程度の無理があり，台薦南部のバナナ青果に擦過傷が多く

なる恐れのあること冗私は常に指摘していたものでございます。

日本時代の台湾バナナは日本内地の各大市場での競売（セリ）で取引きされてい杢したが，概して山地

物が高く，平地物とくに水田物は安く評価されてい主した。終戦後，現在では台湾バナナの貿易建値

(1篭45K<,;) は 2本建であり査して高雄ハナナ（水田乎地物．）は C.l .F. で$7 であり，台中バナナ

（山地物）は$8 であり，$1 の開ぎがつけられているのでございます。

山地と乎地のバナナ園の収量には格段の差がござい主す。日本時代にはベナナの栽蛸距離は一定して

い主せんでしたが，概して平地作は密植であって， :l:< 2. 5 m植で，ヘクター Jレ当り 1,330本，山地は

3 X 3m植で，およそ 1,l 00本匠どでありました。終戦後，現在の平池バナナは増産のためますます密

植fてなり 1,600本ぽどになっているのですが，これでは密植の弊害の病害が多くなって来ているのも当

然のことたと申し上げられます。乎地作では地租も水利費も高く，隣接の甘危（さとうきび）との競争

上，肥料を多く施して多収を挙けねばならぬのでござい杢す。山地バナナは経営面積も広く，肥焙管理

も粗放になりがちで，•そのため統計上のヘクタール当り収量は 100 篭 (1 篭 45K<,;) ほどであり注して，

300 ~350篭も採れるのは稀らしい方でございさす。水田バナナではヘクタール当り 500~600篭の収

量が挙げられているのでござい祖す。苗を新植する閲係上，第 1回目の収量は 7~ 8割， 2回目が 10割，
3回目が急落して 6~7割紅なるので，その後は廃園として新植するのです。バナナには「いや地」の

現象があ主り顕著でないので，連作もき〈訳でござい注す。水田や平地でのバナナ闇の収量は年々上記

し汀）程度を繰り返していまして，一定地域内のバナナを取扱うバナナ検査所の毎年の総合的な出荷量には

大した変化が見られないものです。しかし山地パナナを主体としている地方のバナナ検査所からの年ご

との出荷量には誠に寒心すべき事態が起っていたのであります。台中の青果組合の内地移出量は大正の

初期より漸増して，大正10年には年 100万篭を漸く突破して大正13年には 230万篭出荷の黄金時代を築

ぎ夜したが，その後は年々漸咸して，昭和 4年には 102万篭に陥ったのであります。組合では奥地の新

しいパナナ適地を開拓して増産匹努力して昭和11年には 191万篭を越えるようになり注した。この間に

私はしばしば台中組合から山地各地の生産状況の打診と技術指導を依頼されたのであります。そして 30

箇所以上の各検査所ごとの過去21箇年間の毎年の出荷量を検討してみた結果が，前述のように，同一の

検査所管轄からの生産量は数箇年の大鼠出荷後は減産していると言う厳然たる事実をつかんだのであり
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ます。減産の原因は山地バナナ固の粗放なる奪略哉培匹より表tは流失し，地力を消耗した結果、輸移

出に適した検査合格バナナがで含なくなったためであります。バナナの植えられる罰迄は相当な林木で

蔽はれていた山地が丸裸匹伐採，焼却されて，バナナを植えて，とれるだけとって後は放任されるのか

多かったので，結局バナナ適地を交通不便な山奥へ，山奥へと侵略して行った始末でございましたゞそ

れで表土流失防止と地力保持の模範園の設定をすすめ吐し合結果，霧峰忙パナナ試験園が出来支して，

被覆作物のインディゴフエラ エンデカフィラ Indig ofera a吐ecaphyllaなとをパナナ［蘭に間作し査し

が，非常時匹なって， 9むやのうち匹終戦となってしまったのでございます。終戦後は合中ぐ）i日地パナ

ナは青呆合作社（日本時代の青果移出同業組合）や現政府の努力指導で，絶対生産量は戦前より増加し

てい支すが，南部の水田平地バナナの出荷率85%に対して，わずか侭 15%代を保持しているのが現状で

ございます。山地バナナ園の地力が一度衰えるとその快復のいか加むつかしいかを知ることが出来るも

のと存します。 （桜井芳次郎：台中州に於ける21年間の輸移出バナナの消長グラフ，熱帯圏芸第 7巻第

4号，昭和 12年12月）

D 加里肥料の効果

バナナ作物の肥料としては，加里肥料の特効あることは一般I≪=認められているところであり支す。そ

の植物全体の各種肥料要素の含有状態を見ると次のようであります。

弟27表 バナナの植物体中の成分含菫 (BAILLON)* 
生体量 ll7.29K'}

＊中村二八夫：南方圏の熱帯果樹 P.154 (昭和 18年）

この資料はフィリピンでの分析資料でありまして，台湾バナナ（香焦） とは直接関係はございません

が，参考になるものでございます。

私は高雄の平地バナナの品質向上と増収を計るため，次の肥科試験を設計いたしまして，晶雄訂果組

合の指導圏で， 4年間の大企模の肥科試鹸が実施されたのであり祖す3 同組合の嘱託であった私の父も

バナナ苗の蒐集や栽培指導にも参加して呉れたのでございますc この試験結果は次表（第お表）の通り

でこざいまして，加里肥料の効果が誠に大きかったのであります， 1株当り窒素，燐酸，加里 360/J区

と，窒素 270!l , 燐酸 270/J, 加里 3609の強加里区が 3回収穫合計高で最高の収量を挙げたのてあり

注す。そして肥料の経済を考慮しまして， 1株当り年間施肥三要素量として，窒素 2709, 燐酸 1809 , 

加里 36 O /J (N : P : K = 3 : 2 : 4)を推奨したのでございます。なお，この他の肥科試験ても加里肥料を

多く施したバナナを実際日本内地市場紀送りつけまして，市場で競売（セ!)) 0こかけ皮したが，着荷

当時のバナナ青果の鮮度ならびに果形が艮好でありまして最高値を獲得いたしました。さらしこそれを追

熟加工して小売店頭忙陳列された場合(rCも，他の普通品より貯蔵力がはるか忙すぐれていた0であり主

す。

4 台湾バナナの移入（戦前）と輸入（戦後）

明治末期から台湾バナナの日本内地移出が定期的に始まり，年間数万篭から漸増しきして，大正 2~

3年には10万台を超して，大正 5年には43万篭，大正11年に初めて 100万台を突破するに至ったのでこ

ざい注す。そして昭和の年代に入って 200万台を持続して行って，昭和 12年紅 360万篭を内地出荷した
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0了;;最高てこざい祖した。そして台湾も非常時から大戦へと突入して内地出荷も止り，大戦中は乾燥バ

ナナか食糧代用としてわずか乍ら出荷されていたのでござい支す。 （第29表）

終戦直後の合病バナナ 0増産は．はかばかしくなく， うち続く台風ゃ早魃，それ忙害虫（バナナ仮茎

象鼻虫〗等ゥ被害て，復興が大変遅れたのであります。漸く年間日本への輸出底 100 万篭に達したのは

附和35~6年でございます。そのため日本のバナナ需要熱を満たすことができないので，日本の呆者や

託臼「大商月か中南米バナナ(!)日本輸入を計ったのであります。そして昭和35年 (.1960)8月15日，南米

ーにク了ドルのグアヤキ Jバ巷より 23日間を航海して，巨大なバナナのグロー・ミセル (GrosMichel)の全

房 (Wnolebur1ch)(通称Stem)30K',l前後の大房をポリエチレンの袋 (Polyethylene tube)に入れたものが

合蔵船 (Reder)によって横浜に無事陸上げされて，日本のバナナ業界に大ジョックを与えたのでござ

います。この大型バナナは大きく美しくて，台湾バナナのような黒斑が無いので，一時は大騒きをして，

采者ゃ総合商社か，お互いに無統制に多量の輸入を行ったため，輸入過剰となり，加工設備不足のため

浜相場は輸入実費より低落して輸人業者は大損害を蒙り，漸く自制するに至り主した。この機会匹台湾側

は一挙に大増産に乗り出して，昭和39年四は4()0万篭， 40~41年忙は 700万篭を日本紅送り込み， 42年に

は 870万篭を四り込んで来たのであり布す。この間しこ大味 (Softtaste) のグロー・ミセルは少々減り

まして，こんどは台湾バナナ（香蔦）と同系統のバナナをそれぞれダンボ—、-Jレ函に段切りにして日本へ

入れるよう忙なりました。それで現在日本の市場では，台湾バナナ（香薫〉，キャベンディッシュ

(Giant C忍 rdish), ハレリー・バナナ (Valeryb311ana=商標チキータ Chiquita)とグロー・ミセル (Gr⑱

Michel)の 4品種のバナナが巴万字となって入り乱れて，日本のバナナ業界をます主す複雑化している

のてございます。
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w台湾に於ける亜熱閤及び熱閤果樹日録※

台笥ではそれそれの担当研究機関で，亜熱帯及び熱響果樹類宮種を試作調査しておりましたが，その

成果も相当挙がりました。これらを詳細報告する時間心あり支せんので，それらを一括した目録（第30

表）と，台湾果樹生産統計（第31表）を提出致してお→含ます。
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第30表 台湾に於ける亜熱帯及び熱帯果樹目録※

台湾総督問農業試験所士林圏芸試験支所及び嘉義農業試験支所試作

璽麦程度 ＊＊＊台湾農業統計登載果樹 ＊＊試作完了，果実印畝 ＊見本呆樹
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（第30表続き）

重要程度 ＊＊＊台湾農業統計登載果樹 ＊＊試作完了，果実市販 ＊見本果樹
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第 31表 台湾果樹生産統計

日本時代と国民政府農業統計比較 1冗＝日年 9円

代、昭和17年 台湾省
l 94 2 

． 価 格収穫面積 1 

千円 ha 

2,478 9,570 

3,065 3,896 

2,701 5,255 

38 124 

240 4刃

155 224 1,802 3ぷ13

140 11 54 217 

バレンジア 晩命西亜橙 Valencia 79 訂 507 4,164 22,716 

レモン 香 橡 Lemon 214 69 100 703 2,427 

グレ-fフルート葡萄柚 Grape『r"J.its 29 10 1 7 18 

その他の柑橘類 Other Citrus Fruits 640 79 511 3,576 8,106 

柑橋類合計 Total Citrus Fruits 38,874 6,797 11,292 78,680 326,537 
日本時代 Total Area 5436 ha 

リュウガン 龍 眼 Longan 957 207 '"'"" I 42,368 

マンゴー 檬 果 Mango 403 72 589 5,286 10,348 

ビンロウ 積 榔 Beもel-nuも 2,651 293 821 4,302 "•"'I ' 
バンジロウ 番石梱 Guava 3,740 359 1,109 11,393 15,997 

スモモ 李 Plum 7,159 698 1,138 7,308 13,502 

モモ 桃 Peach 1,099 221 358 2,931 7,497 

カキ 柿 Persimmon 2,705 260 269 1,804 3,559 

，，，、~，，，eヽヤ 番木瓜 Papaya 2,426 205 599 10,527 15,329 

レンプ 蓮 霧 Waもer-apple 1,183 120 167 1,581 2,769 

プドウ 葡 萄 Grape 67 23 252 2,129 12,544 

ピワ 枇 杷 Loquat 187 32 93 791 3,216 

ウメ 梅 Umeplum 792 4,226 11,560 

レイツ 窃 枝 Lychee 338 2,333 16,586 

カンラン 撤 惰 Chinese-olive 182 1,968 2,287 
セイロンオリープそ の 他 Ceylon-olive 

総 計 Grand Total 328,074 32,068 42,287 447,728 l,ll0,191 

＊赤木猛ー，松野孝ー：日台食糧史，昭和 26年

＊＊台湾省政府農林庁：民国5碑三版（昭和39年）台湾農業年報
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v温僻果樹

士林園芸試験支所ては明冶u年 (1908)創設以来．温帯果樹につき支しても，台湾仕来種，日本内地
種及び外国種の諸品種を集めていろいろと試竹研究や調査を致して参りました。そしてそれぞれの成百

結果を確かめて，比較的優良な品種を推奨ずるととも vc' それらの苗木を壺成配布致して参り支した。しか

しかし総体的 ((C台弯に於ける温帯果実類は日本内地 iJ_)温帯果実類と較べ支すと，一段と品質風味が劣っ

て森り式して，決して自慢し得るようなものはでき支せんでした。ただ果物類の熟期が鹿児島などより

さらに早かった点かせめてもの特徴でござい主した。次の表（弟32表）はそれらを概括したものであり

ます。
第32表 台湾忙於ける温帯果樹の種類，品種＊＊

8 4 I 

な し 梨 四季＊ 横山中生＊ 1 7 

び わ

りんご率果

いちじく 無花果 5月~11月

やまもも楊梅 （実生） 4月~6月 仕来種紅樹梅

ざくろ石梱 （実牛） 8月~9月 在来種白梱蜜梱柴梱

口桃 在来種大粒小粒

I 

＊奨励品種

＊＊桜井芳次郎：温俯来樹，台湾農家使屁（第 6版） pp. 1:l1~478 

葡萄は，台北市と新竹市の郊外忙市販の目的てわずかに栽焙されていさした。試作結果，最良の成績

を示したナイアガラ種の最大の房でも :ioo9たらずのものしかてき支せんでした。いずれ忙しても落粒
し易いのが欠点でございました。

台湾の在来の柿40種を調査し注したが，全部渋柿ばかりでありまして，甘柿は 1種もございませんで

した。また私が調ぺた範囲内では，熱帯アジア各地ての柿もすべて渋柿ばかりでございました。これは
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面白い現象だと思って苓ります。脱渋した台湾の柿の風味は日本内地産のものより淡味で，甘味が少な

いものでしたが，内池よりよほど早く収穫されましたので，多少は内地に移出されていました＇）渋柿を

樽匹詰める際にアルコールを吹含つけて密閉しまして，基陸港から門司，神戸につ〈迄の船中 (4~ 5 
日間〗で渋が抜けて，早出しの樽柿として内地市場で歓迎されていました。

台驚では渋柿はかりであり主すので，脱渋の方法には，ア Jレコール法や湯抜き法の他に，いろいるな

方法が用いられていました。

1) 石灰水法 水がめ忙，生石灰 150flを10リットルの割合に溶かして，渋柿をつけてお〈と 4日間

で脱渋される。結果は果皮が黄色化して，風味はやや水っぼくなり走す。

2) 泥土法 水田の粘士の中に 6日間砥どつけておくと脱渋される。

3) 柿渋法 水10リットルに，つぶした生柿 2個の割合でよく混ぜて，それに渋柿をつけて翡くと 4

日間で脱渋し注す。
キソユ

4) 煉油法 山芭蕉などの植物の幹を乾燥して，焼いてできた灰の灰汁（あく）を火熱で濃縮すると

濃黄色のどるっとした油（煉油キンユ）ができまず。これは酸化加里30%, 炭酸加里 9.53%と塩素0.85

％の炭酸加里を多く含んだ毒物でありますが，台湾では，このごく微量が食料品の熟成に利用されてい

るのてす。渋柿の帯（へた）に 2つほど小孔を錐であけて，それに煉油を藁の先きで 2~3涸殴とつけ

て苓くと 4~5日以内に，青柿が真赤な軟かい熟柿になるのであります。よほど複雑な化学変化か起る

e1)でございます。この熟柿は無毒でありましてなかなか甘いおいしいものでございます。

以上のように，台湾では水によって脱渋した柿を浸柿（ジンキー）と称え，煉油で赤く熟成した柿を

紅柿（アンキー）と称します。

日本種の柿もいるいる試作致しましたが，果実が小さく収量が少なく，果実の風味も淡味であり，経

済価値はほとんどありませんでした。

台湾在来の桃の品種の数も多かったのですが，ほとんどが熟すとまっくなるので，むしろ未熟の硬い

時忙，かじるか，塩漬けなとにして利用される程度でした。台北と緯度の近い中国の福州から私が輸入

しました華仙水蜜は，やや小型 (1顆55'I) でしたが，台湾では最高の風味をもった桃でござい支した。

台薦在来の李は品種の数も注こと忙多かったのです。その中では黄柑李，花螺李，紅肉年（枝の硬

いものと，軟かいもの 2系統）などが優秀でありまして，その風味は日本内地産のものにも劣りません

てした。台湾では酸味の強い李を塩漬にした後で，塩を抜き砂糖漬として，だんごのように串にさした

ものが大衆に沢山愛用されています。また小粒の李を｀ンラップて缶詰にしますと，さくらんぼの缶詰忙

似て，相当多量忙輸移出されていました。日本内地種の李は，内地種の桃と同様l1C試作結果は失敗であ

りまして，ほとんと著花しませんでした。

台薦在来の梨は肉質硬く，砂粒も多く，風味も劣っていまして，到底内地産のものとは比較になり注

せん。わずかに昭和 4年頃，支那大陸より導入された四季梨と横山中生種が梨らしい風格をもっていた

ので，奨励品種にしていました。日本内地種の平地での試作は成育不良でこれまた失敗でございましたの

台湾でも 1,300m以上の高地では内地種の梨も相当な成果を挙げていました。

台湾在来の枇杷は 3~4月の早期忙収穫されると言うだけの特点でありまして，風味は淡味であります

す。台溝在来の枇杷がなくなる頃から，日本内地からの甘い枇杷が台北の市場に視われましたので在来

枇杷も商品になっていた訳でございます。標高 750mぐらいの高地では，相当な風味をもった田中枇杷

が 5月に収穫されていました。

無花果は米国の品種と日本種も共応よく成育しましたが，果実はやや甘味が少ないが相当なものが出

来走した。

楊梅（やまもも）と石溜（ざくる）も在来のものがございましたが，大して経済価値のある果物ては

ござい支せんでした。

梅は小梅か内地より早く採れるので，わずか乍ら移出されていました。

以上申し上げました温帯果樹類の中で試作紅特に力を人れましたのは日本内地種の桃でございました

か，結局平地（士林園芸試験支所）での20年間以上の試作は完全忙失敗に終りました。

先づ内地から人れた接木苗の桃を定植しますと，その年は相当よく成育伸長しますが，翌年からの成
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長が衰えて成木紅なり注せんでした。また臼地から移人したばかり Cり接木苗から接穂を採って，台巧在

来砧の苦桃＂こ接．木しますと，その年ぶよく成長しても翌年から同じように駄目肛なってし弐いましたっ

合北ではよくカフェーや日本料理店では，日本内地からの大きな桜の苗木を店内に鉢植えにして，桜

見物に客寄せしたものですが，詞花済みのものを畑筐移棺してお賓ましても翌年からは花もな〈枯死す

るばかりてこざいました。これらはいずれも日本内地で充分［こ花芽が分化されたものを移人して，閑花

さしただけのことでありまして，台諮の平地では内地桃にしても内地桜加しても花芽は完全1-C分化しな
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いのであり支ず。もちるん台湾の高地ては立訳忙咲〈のてこざい主ず 結誓夏から秋忙いけての花芽分

iじ期間か高温忍）だめ分化か行われぬためてあった（うでこさい支ず。古北とは氾向緯度に位する対岸0福

建雀の福州市内 1てありました日本領事館の庭の日本桜は毎年立孤紅咲いて有名てこざい支しナい台北こ

福州の乎均気温を比較してみ克丁と第ぶ表(7)よう vこ多少e、')閲合があり主して，この較差かこんを結果筐

なって現われていた訳てござい支すっ合北と福州て心観察では桃やオ及の花か分化形成されるvcは北半球
ては 9月の平均気温が幻～訊Cから 10月~i月忙かけて ll~l::C (, て下降することが必要であることかわ

かりました。 しかし希璽熊鬱ぴJ高原地ではl.S~16 Cでも桃の化が分化形成され支 ・j':か，休限の必要性を痛

憾致しました。／ャワの高原避暑地トサリ (Tosari標高 1,'l:J.Sm) で観察しましだ桃か，文字通り四

季咲きとなってしまっーしい定したQ -本の樹に新芽あり，満閲中の花あり，幼果もあり，小さい熟した

桃もあるかと思うと，黄色の落葉もあると言う訳で，観賞価値はあり定すが，経済価値は全然こざい注

せんでした・'トサリの各月の平均気温は [5℃から l6.3C祖での間であり支して，較差は L3 Cたけしか

なく，せめて 11℃ ぐらいで J~ 4カ月間の休眠し得る期間も無いのて，以上のよう屈年中，営養成長と
生殖成長をたらだら緑り返して，果樹として（ジエネルギ,,を乱費しているのでござい充す。文献により

ますと，柑橘のポンカン('.、l柑）の原産地とも称されているイ／トウプ,,,ナ (Poona)高原てもポンカ

ン樹も四季咲きとなって，商品価値（？）ある果実かできないのて，戚紅乱駿忙見える処置が施されている

とのことでこざい支ず。樹―下の表上を枚か況われるまで全部堀り下げて，ついている花が全部落ちてし

まい，葉が萎凋し始める寸前主で土壌を乾しあげるのです。頃合いを見て，堆肥やその他 C')促効肥料を

施してお〈と，やがて一斉加力強い新芽と共筐花か咲ぎ揃って立派なポンカンか出来るのでござい主す"

これは多年の経験による農民の知恵かと思いまず。イタリアのゾンリー島のレモン栽焙でも，高価な麦

レモンを多くとるため，これ忙似た荒療治が行われているとの事てありまず。

話を上林園芸試験支所の桃の事に戻しまず。台湾在来の桃は士林で毎年 2月忙閲花し祖すが，日本内

地柿は 1月fて閲花し支したここの両種の閉花期日の記録を毎年とってい走して，年が経過ずること vc'

内地種の開花期日が在来種筐立っくたろうと予想してい支した。それは植物の馴化 (Acclimat iz ati on) 

と言うことが私の念頭筐あったのてございまず。しかし十数年間の記録カープは乎行線をたとったので

こさいます。それに内地種の閑花期か 4月ですから，もうその頃は台北でも気温も高くなり，病虫の被

害も激しくなり，樹も衰えるばかりでこざいました，，要するに内地種桃の接穂部は，台湾の在来砧によ

っても槙物細胞が本質的に影響を受けて変化しないと言えると思います。したかって接木苗による試作

は失敗した訳でございます。それで只今では，もっと実生の育成紅努力ずれはよかったのではだいかと

後悔している訳てございます。それはプラシルしこ於いて日本人の移民00年間紅，桃の実生の育成，選出

筐成功されている実例かあることを悛日知ったからでこざいます。 （熱習農業：熱帯農業研究芸，昭和

33年）。
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